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は
じ
め
に

明
治
四
十
年
三
月
に
東
京
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
た
漱
石
は

、
五
月

(1)

に
「
入
社
の
辞
」

と
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」

を
発
表
し
て
「
文
芸
に

(2)

(3)

関
す
る
所
信
の
大
要
を
述
べ
」
る
と
と
も
に
、
自
身
の
「
立
脚
地
と
抱
負

と
を
明
か
に
」
し
た
。
そ
し
て
、
六
月
に
は
「
虞
美
人
草
」

の
連
載
を

(4)

開
始
し
、
新
聞
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
一
般
的
に
、
漱
石
の
新

聞
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
作
は
東
西
両
方
の
『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
虞

美
人
草
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
「
虞
美
人
草
」
に
先
立
っ
て
『
大

阪
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
が
あ
る
。
「
京
に
着
け
る
夕
」
と
題

さ
れ
た
そ
れ
は
、
東
京
朝
日
新
聞
社
へ
の
入
社
を
決
め
た
漱
石
が
、
明
治

四
十
年
三
月
末
か
ら
四
月
上
旬
ま
で
京
都
に
滞
在
し
た
際
に
執
筆
し
た

「
小
品
」
で
、
同
年
四
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
上
・
中
・
下
の
三
回

に
分
け
て
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た

。
(5)

明
治
四
十
年
四
月
九
日
は
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
発
刊
九
千
号
の
記
念
日

で
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
漱
石

の
書
簡
（
明
治
四
十
年
四
月
七
日
付
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
京
都
支
局
宛
）
か
ら
う
か

が
え
る
。

「
京
に
着
け
る
夕
」
の
光
景

―
『
夜
の
京
阪
』
を
参
照
項
と
し
て

―
髙

槻

侑

吾

T
A
K
A
T
S
U
K
I

Y
u

g
o

別
封
は
来
る
九
日
御
社
発
刊
に
掲
載
す
べ
き
原
稿
に
有
之
候
鳥
居
君

に
御
約
束
致
し
候
処
少
々
時
日
後
れ
至
急
を
要
し
候
に
つ
き
御
手
数

な
が
ら
此
旨
本
社
へ
電
話
に
て
御
通
知
の
上
使
に
て
同
君
手
元
迄
御

届
被
下
度
願
上
候
先
は
用
事
迄

「
原
稿
」
が
大
阪
朝
日
新
聞
社
主
筆
鳥
居
素
川
と
の
「
約
束
」
だ
っ
た

と
す
れ
ば
、
漱
石
は
「
京
に
着
け
る
夕
」
が
九
千
号
の
紙
面
に
掲
載
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
執
筆
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
同
時
代
の
読
者
に
と
っ
て

も
、
新
聞
紙
面
で
「
九
千
号
記
念
」
の
告
知
と
と
も
に
入
社
を
紹
介
さ
れ

た
漱
石
へ
の
期
待
は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（

頁
【
図

】
参
照
）
。

20

1

で
は
、
漱
石
は
「
京
に
着
け
る
夕
」
で
何
を
描
き
、
そ
れ
を
『
大
阪
朝

日
新
聞
』
の
読
者
は
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
は
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
描
写
を
同
時
代
の
言
説
や
状

況
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
京
に
着
け
る
夕
」
で
は
一
編
を
通
し
て
京
都
の
〈
夜
〉
が
描
か
れ
て

い
る
。「
余
」（
漱
石
）
は
京
都
の
夜
を
「
淋
し
い
」「
寒
い
」
と
語
り
、「
人

気
の
な
い
」「
暗
い
軒
下
」
に
ぶ
ら
下
が
る
「
赤
い
ぜ
ん
ざ
い
の
大
提
灯
」

が
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
京
都
の
夜
の
語
り
方
な
い
し
風
景
に
つ
い
て
、

同
時
代
の
言
説
や
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
先
行
研
究
は
少
な
く
、
以
下

に
掲
げ
る
平
岡
、
佐
藤
両
氏
の
論
考
を
数
え
る
の
み
で
あ
る

。
(6)

平
岡
敏
夫
氏
は
、
『
明
治
四
十
三
年
京
都

―
あ
る
画
家
の
若
妻
の
日

記
』（
新
曜
社
、
一
九
八
二
年
四
月
）
を
「
漱
石
作
品
に
接
近
す
る
た
め
の
比

喩
的
な
一
次
資
料
と
し
て
引
用
」
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
五
条
の
薬

屋
中
野
家
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
描
写
を
比
較
し
て
、
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次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

。
(7)

年
に
よ
っ
て
変
化
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
同
じ
三
月
二
十
八
日
で
も

こ
ん
な
に
ち
が
う
も
の
か
と
思
う
。
む
ろ
ん
比
喩
的
引
用
な
の
だ
が
、

「
何
だ
か
昨
日
か
ら
む
し

〱
と
あ
お
っ
た
か
と
お
も
へ
ば
」
雨
降

り
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
真
下
飛
泉
が
中
野
家
の
学
区
の
修

道
小
学
校
校
長
と
し
て
着
任
、
そ
の
歓
迎
会
が
「
播
清
」
で
「
暮
早

く
」
開
か
れ
た
と
あ
る
が
、「
京
に
着
け
る
夕
」
で
漱
石
が
七
条
（
京

都
）
停
車
場
に
到
着
し
た
の
は
午
後
七
時
三
十
七
分
で
あ
り
（
注
解
・

清
水
孝
純
）
、
中
野
家
の
主
人
（
忠
三
郎
＝
七
世
忠
八
）
が
「
播
清
」
に
出

か
け
た
の
は
午
後
七
時
前
で
あ
る
。
午
後
十
時
過
ぎ
に
帰
宅
し
た
が
、

そ
の
時
不
意
の
来
客
が
あ
っ
て
接
待
し
た
と
あ
る
。
同
じ
時
期
の
京

に
お
け
る
夕
べ
、
日
暮
れ
で
あ
る
に
し
て
は
、
た
い
へ
ん
な
相
違
で

あ
る
。
淋
し
さ
、
寒
さ
、
暗
さ
が
多
分
に
漱
石
の
心
象
に
も
と
づ
く

も
の
で
、
「
京
に
つ
け
る
夕
」
は
一
個
の
文
学
作
品
と
し
て
、
今
は

「
骨
が
腐
り
つ
ゝ
あ
る
」
子
規
と
共
に
徘
徊
し
た
〈
京
都
〉
の
印
象

を
描
き
と
め
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

日
記
の
記
述
に
よ
れ
ば

、
確
か
に
漱
石
と
中
野
家
の
人
々
の
活
動
に

(8)

は
大
き
な
差
が
あ
る
が
、
五
条
と
い
う
場
所
や
薬
屋
と
い
う
職
業
を
考
え

れ
ば
、
東
京
か
ら
旅
行
で
訪
れ
、
下
鴨
・
糺
の
森
に
投
宿
し
た
漱
石
と
状

況
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
次
章
で
も
述
べ
る
が
、
明

治
四
十
三
年
と
い
う
時
期
は
京
都
市
内
の
電
灯
普
及
率
が
急
上
昇
し
、
京

都
の
近
代
化
が
加
速
し
て
い
く
突
端
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

「
京
に
着
け
る
夕
」
で
描
か
れ
て
い
る
京
都
の
夜
の
「
淋
し
さ
、
寒
さ
、

暗
さ
」
が
、
「
多
分
に
漱
石
の
心
象
に
も
と
づ
く
も
の
」
か
否
か
は
、
明

治
四
十
年
前
後
の
、
し
か
も
家
庭
で
は
な
く
街
の
風
景
に
照
ら
し
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

佐
藤
良
太
氏
は
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
を
一
つ
の
文
学
作
品
と
捉
え
、

そ
の
「
「
創
作
」
的
側
面
」
に
着
目
し
た
。
氏
は
、
「
余
」
を
振
り
落
と
し

た
汽
車
が
向
か
う
「
暗
い
国
」
＝
〈
近
代
〉
に
対
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、

「
余
」
を
乗
せ
た
人
力
車
が
向
か
う
「
遐
か
な
る
国
」
＝
〈
近
代
以
前
〉

を
措
定
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
〈
近
代
以
前
〉
と
い
う
空
間
を
創
出
す
る

た
め
に
、
京
都
を
「
寒
い
所
」
と
し
、
近
代
化
す
る
風
景
を
捨
象
し
て
「
昔

の
儘
」
変
わ
ら
な
い
「
淋
し
い
」
風
景
を
描
く
と
い
う
、
意
識
的
な
「
強

調
」
な
い
し
「
改
変
」
が
行
わ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る

。
も
ち
ろ
ん
、「
京

(9)

に
着
け
る
夕
」
に
創
作
的
側
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
佐
藤
氏

が
言
う
と
こ
ろ
の
「
強
調
」
や
「
改
変
」
は
、
当
時
の
気
象
状
況
や
明
治

期
以
降
の
京
都
に
お
け
る
近
代
化
事
業
と
の
比
較
に
よ
っ
て
浮
か
び
あ
が

っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
代
の
京
都
の
夜
を
語
る
言
説
に
は
注
目
し
て
い

な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
「
淋
し
さ
」
と
「
寒
さ
」
、

そ
し
て
両
氏
と
も
触
れ
て
い
な
い
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
描
写
が
、
ど
こ
ま
で

同
時
代
の
風
景
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
『
夜
の
京
阪
』（
『
文
芸
界
』
定
期
増

刊
第
十
六
号
、
明
治
三
十
六
年
五
月
）
に
見
ら
れ
る
言
説
を
中
心
に
テ
ク
ス
ト

レ
ヴ
ェ
ル
で
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

同
時
代
の
読
者
に
よ
る
受
容
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
。
な
お
、
『
夜

の
京
阪
』
を
比
較
対
象
と
す
る
ね
ら
い
に
つ
い
て
は
次
章
で
言
及
す
る
。
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一
、「
京
に
着
け
る
夕
」
と
『
夜
の
京
阪
』

考
察
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
成
立
過
程
と
『
夜

の
京
阪
』
の
書
誌
を
整
理
し
た
う
え
で
、
両
者
を
比
較
す
る
ね
ら
い
に
つ

い
て
述
べ
る
。

明
治
四
十
年
三
月
二
十
八
日
、
漱
石
は
午
前
八
時
新
橋
発
の
最
急
行
で

京
都
へ
向
か
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
七
月
に
正
岡
子
規
と
初
め
て
訪
れ
て

以
来
、
十
五
年
ぶ
り
の
京
都
だ
っ
た
。
出
発
前
の
漱
石
の
書
簡
（
明
治
四

十
年
三
月
二
十
三
日
付
、
野
上
豊
一
郎
宛
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

京
へ
は
参
り
候
。（
中
略
）
京
都
に
は
狩
野
と
い
ふ
友
人
有
之
候
。

あ
れ
は
学
長
な
れ
ど
も
学
長
や
教
授
や
博
士
抔
よ
り
も
種
類
の
違
ふ

た
エ
ラ
イ
人
に
候
。
あ
の
人
に
逢
ふ
た
め
に
候
。
わ
ざ

〱
京
へ
参

り
候
。（
中
略
）
大
坂
へ
も
参
り
て
新
聞
社
の
人
々
と
近
付
に
な
る
積

り
に
候
。

旅
の
目
的
は
友
人
の
狩
野
亨
吉
（
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
長
）
に
会
う
こ

と
。
さ
ら
に
足
を
延
ば
し
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
関
係
者
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
だ
っ
た
。
午
後
七
時
三
十
七
分
に
七
条
（
京
都
）
に
到
着
し
た

漱
石
は
、
狩
野
と
菅
虎
雄
の
出
迎
え
を
受
け
、
人
力
車
で
狩
野
宅
が
あ
る

下
鴨
・
糺
の
森
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
と
き
の
体
験
・
出
来
事
を
下
敷
き
に

し
た
の
が
「
京
に
着
け
る
夕
」
で
あ
る
。
当
日
の
漱
石
の
日
記
に
は
、

〇
夜
七
条
ニ
ツ
ク
車
デ
下
加
茂
ニ
行
ク
。
京
都
ノ

first
im
pression

寒
イ

〇
湯
ニ
飛
ビ
込
ム

〇
糺
ノ
森
ノ
中
ニ
宿
ス
。

春
寒
く
社
頭
に
鶴
ヲ
夢
ミ
ケ
リ

〇
暁
ニ
烏
ガ
鳴
ク
。
へ
の
字
ニ
鳴
き
く
の
字
ニ
鳴
く

〇
夜
中
に
時
計
ガ
チ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ン
と
鳴
る
。

と
あ
り
、
作
品
の
材
源
と
も
言
え
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
「
寒

さ
」
に
つ
い
て
は
書
簡
（
明
治
四
十
年
三
月
三
十
一
日
付
、
小
宮
豊
隆
宛
）
で
も

言
及
さ
れ
て
お
り
、
「
京
都
は
寒
く
候
加
茂
の
社
は
猶
寒
く
候
糺
の
森
の

な
か
に
寐
る
人
は
夢
迄
寒
く
候
」
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
創
作

メ
モ
と
思
わ
れ
る
「
断
片
」（
四
〇
Ａ
）
に
は
、
「
×
京
都
へ
落
ち
る
。
糺

の
森
の
夜
。
烏
。
時
計
。
雨
。
正
岡
子
規
」
と
あ
り
、
亡
友
子
規
の
名
前

も
出
て
い
る
。
日
記
、
書
簡
、
断
片
の
い
ず
れ
に
も
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
記

述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
「
正
岡
子
規
」
の
裏
側
に
は
「
赤
い
ぜ
ん
ざ
い

の
大
提
灯
」
が
想
起
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
あ
と
漱
石
は
四
月
十
一
日
ま
で
京
都
に
滞
在
し
、
途
中
、
四
月
四

日
に
大
阪
朝
日
新
聞
本
社
で
社
主
村
山
龍
平
と
面
会
し
、
大
阪
市
内
の
ホ

テ
ル
で
社
員
ら
と
会
食
し
た
。
鳥
居
素
川
の
回
想
に
、
「
自
分
の
勧
め
に

依
り
、
君
は
大
坂
に
来
て
社
長
に
面
会
せ
ら
れ
た
。
『
京
に
着
け
る
夕
』

と
い
ふ
瑰
麗
の
奇
文
が
君
の
名
を
以
て
我
紙
に
現
は
れ
た
の
は
、
君
が
社

長
に
面
会
せ
ら
れ
た
後
、
僅
か
の
日
で
あ
つ
た
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

(10)

こ
の
と
き
に
「
原
稿
」
の
執
筆
依
頼
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
五
日
に

京
都
へ
戻
っ
た
漱
石
は
、
六
日
に
原
稿
を
執
筆
し
（
推
定
）
、
七
日
に
は
大



5

阪
朝
日
新
聞
社
京
都
支
局
へ
送
付
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
鳥
居
の
も
と
に

届
け
ら
れ
た
「
京
に
着
け
る
夕
」
は
、
四
月
九
日
の
発
刊
九
千
号
の
記
念

日
に
、
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
読
者
の
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

一
方
、
『
夜
の
京
阪
』
は
雑
誌
『
文
芸
界
』
の
定
期
増
刊
第
十
六
号
と

し
て
、
明
治
三
十
六
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
（
佐
々
政
一
編
）
。
背
表
紙
に

「
博
覧
会
紀
念
」
、
「
序
文
」
に
「
今
年
浪
花
津
や
百
舟
競
ふ
大
都
会
に
、

夜
も
昼
な
る
大
博
覧
会
の
を
り
を
得
て
、
京
大
阪
の
夜
を
こ
そ
、
未
だ
見

ぬ
人
も
見
給
ひ
ね
、
見
給
ふ
人
の
し
る
べ
も
せ
ん
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
年
三
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
、
第
五
回
内
国
勧
業

博
覧
会
に
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
浅
井
忠
に
よ
る
表
紙
（
「
大
阪

城
遠
景
と
京
都
四
条
夕
涼
」
）
と
口
絵
（
「
京
都
の
美
人
」
）
を
は
じ
め
、
豊
富
な

挿
絵
、
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
四
条
大
橋
、
新
京
極
、
円
山
の
夜
桜
、
天
神

橋
、
中
之
芝
居
、
北
ノ
新
地
、
博
覧
会
会
場
の
夜
景
写
真
、
各
種
広
告
な

ど
、
視
覚
的
な
要
素
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
中
身
は
「
夜
の
京
都
」
と
「
夜

の
大
阪
」
か
ら
な
る
二
部
構
成
で
、
夜
に
ま
つ
わ
る
名
所
や
風
物
が
小
説

家
を
中
心
と
し
た
執
筆
陣
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
大
阪

及
堺
」
「
京
都
及
伏
見
」
の
地
図
も
付
さ
れ
て
お
り
、
観
光
案
内
の
要
素

が
強
い
。
以
下
に
「
京
都
の
夜
」
の
目
次
（
題
目
と
執
筆
者
）
を
掲
げ
る
。

夜
の
大
文
字
（
島
華
水
）
／
京
都
の
夜
桜
（
中
川
霞
城
）
／
京
都
の
花

街
（
金
子
静
枝
）
／
夜
の
東
山
（
中
山
白
峰
）
／
嵯
峨
野
の
虫
（
井
手
蕉
雨
）
／

祇
園
団
子
と
加
茂
川
千
鳥
（
小
川
煙
村
）
／
京
都
の
飲
食
店
（
変
通
子
）
／

夜
の
高
瀬
川
（
大
森
痴
雪
）
／
祇
園
会
宵
山
（
村
上
文
芽
）
／
京
の
雪
の

夜
（
歌
川
国
松
）
／
稲
荷
の
夜
山
と
県
祭
（
村
上
文
芽
）
／
四
条
碩
夕
納

涼
（
真
下
飛
泉
）
／
点
灯
後
の
新
京
極
（
高
橋
愛
川
）
／
京
都
の
旅
宿
（
鈴

木
露
村
）
／
本
山
ま
ゐ
り
の
夜
（
鵜
崎
一
畝
）
／
除
夜
の
祇
園
（
齋
藤
紫

軒
）
／
夜
の
市
街
（
中
山
白
峰
）
／
夜
の
西
陣
（
中
川
柳
涯
）
／
寂
し
き

夜
の
市
街
（
稲
岡
蓼
花
）
／
月
下
の
島
原
（
煙
村
閑
人
）
／
糺
の
森
の
夏

夜
（
齋
藤
紫
軒
）
／
京
都
の
料
理
店
（
久
保
田
米
僊
）

こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
「
本
山
ま
ゐ
り
の
夜
」「
寂
し
き
夜
の
市
街
」「
京

都
の
飲
食
店
」
を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
。
『
夜
の
京
阪
』
と
「
京
に
着
け

る
夕
」
に
は
四
年
の
時
間
的
懸
隔
が
あ
る
た
め
、
こ
の
間
に
夜
の
風
景
が

一
変
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
電
灯
普
及
率
の
点
か
ら
見
る
と
、

そ
の
可
能
性
は
低
い

と
思
わ
れ
る
。

田
中
尚
人
氏
ら
に

よ
れ
ば
、
明
治
二
十

二
年
に
京
都
電
灯
が

開
業
し
て
か
ら
明
治

三
十
八
年
ま
で
の
十

六
年
間
で
の
電
灯
普

及
率
は

％
で
、
一

8.4

割
に
も
満
た
な
か
っ

た
と
い
う
。
そ
の
後
、

明
治
四
十
三
年
か
ら

急
上
昇
し
、
三
年
間

で
五
倍
近
く
に
な
っ

【図 2】京都市電灯普及率の変遷(11)
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て
い
る
（

頁
【
図

】
参
照
）

。
『
夜
の
京
阪
』
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
三

5

2

(11)

十
六
年
の
普
及
率
が
約

％
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
が

8

発
表
さ
れ
た
明
治
四
十
年
の
普
及
率
は
約

％
で
、
三
十
六
年
と
比
べ
て

11

微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
『
夜
の
京
阪
』
の
「
見
し
世
の
夜
」（
佐
々
醒

雪
）
に
は
、
「
四
条
京
極
に
夜
を
更
せ
ば
、
吉
田
と
い
ふ
遥
な
る
片
田
舎

と
の
み
聞
き
な
れ
て
、
か
し
こ
の
車
夫
も
乗
せ
ん
と
は
せ
ざ
り
き
」
と
あ

り
、
新
京
極
か
ら
直
線
距
離
で
約
三
キ
ロ
北
東
に
位
置
す
る
吉
田
が
、
車

夫
も
行
き
た
が
ら
な
い
「
片
田
舎
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
四
十
三
年
の
は
じ
め
に
「
聖
護
院
か
ら
東
丸
太
町
の
仲
小

路
の
家
に
移
っ
た
」
と
い
う
松
田
道
雄
氏
は
、「
電
灯
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

二
階
の
父
の
部
屋
の
机
に
は
置
き
ラ
ン
プ
が
あ
り
、
下
の
居
間
に
は
天
井

か
ら
下
が
っ
た
吊
り
ラ
ン
プ
が
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る

。
こ
の
こ

(12)

と
か
ら
も
、
祇
園
や
新
京
極
な
ど
の
主
要
箇
所
を
除
い
て
電
灯
は
ほ
と
ん

ど
普
及
し
て
お
ら
ず
、
中
心
部
と
周
縁
部
の
落
差
は
大
き
か
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
電
灯
普
及
率
に
即
し
て
見
た
場
合
、
明
治
三
十
六
年
と

四
十
年
に
お
け
る
京
都
の
夜
の
風
景
に
は
大
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
『
夜

の
京
阪
』
は
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
比
較
対
象
と
し
て
一
定
程
度
有
効
だ

と
い
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
章
よ
り
考
察
に
入
る
。

二
、「
淋
し
さ
」
と
「
寒
さ
」

本
章
で
は
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
「
淋
し
さ
」
と
「
寒
さ
」
の
描
写

が
、
ど
こ
ま
で
同
時
代
の
風
景
を
反
映
し
て
い
る
か
検
討
す
る
。

「
淋
し
さ
」
の
淵
源

（１）
「
京
に
着
け
る
夕
」
で
は
、
「
余
」
を
通
し
て
京
都
の
夜
の
「
淋
し
さ
」

と
「
寒
さ
」
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
冒
頭
部
分
で
す
で

に
表
れ
て
い
る
。
以
下
に
一
部
を
引
用
し
て
み
る
。

唯
さ
へ
京
は
淋
し
い
所
で
あ
る
。
原
に
真
葛
、
川
に
加
茂
、
山
に

比
叡
と
愛
宕
と
鞍
馬
、
こ
と
ご
と
く
昔
の
儘
の
原
と
川
と
山
で
あ
る
。

昔
の
儘
の
原
と
川
と
山
の
間
に
あ
る
、
一
条
、
二
条
、
三
条
を
つ
く

し
て
、
九
条
に
至
つ
て
も
十
条
に
至
つ
て
も
、
皆
昔
の
儘
で
あ
る
。

数
へ
て
百
条
に
至
り
、
生
き
て
千
年
に
至
る
と
も
京
は
依
然
と
し
て

淋
し
か
ら
う
。
此
の
淋
し
い
京
を
、
春
寒
の
宵
に
、
疾
く
走
る
汽
車

か
ら
会
釈
な
く
振
り
落
さ
れ
た
余
は
、
淋
し
い
な
が
ら
、
寒
い
な
が

ら
通
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
南
か
ら
北
へ

―
町
が
尽
き
て
、
家
が
尽
き

て
、
灯
が
尽
き
る
北
の
果
迄
通
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
こ
で
は
、
京
都
が
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
「
昔
の
儘
」
変
わ
ら
な

い
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
次
の
引
用
に
見
ら
れ
る
、
「
太

古
の
京
」
「
静
な
る
京
の
夜
」
と
い
っ
た
表
現
に
も
通
じ
る

。
『
夜
の
京

(13)

阪
』
の
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」（
稲
岡
蓼
花
）
で
も
、
「
微
か
に
聞
こ
ゆ
る
鴨

川
の
水
の
音
、
北
は
鞍
馬
の
山
黒
く
、
西
に
愛
宕
の
峯
高
し
、
万
都
尽
く

眠
れ
る
が
如
く
、
そ
の
静
け
さ
は
物
に
譬
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
」
の
よ
う
に
、

不
変
の
自
然
と
と
も
に
夜
の
静
寂
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

「
余
」
は
こ
う
し
た
風
景
の
な
か
に
一
種
の
「
淋
し
さ
」
を
覚
え
て
い

る
。
こ
の
「
淋
し
さ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
右
の
引
用
に
続
く
箇
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所
を
見
て
み
る
。

東
京
を
立
つ
時
は
日
本
に
こ
ん
な
寒
い
所
が
あ
る
と
は
思
は
な
か
つ

た
。
昨
日
迄
は
擦
れ
合
ふ
身
体
か
ら
火
花
が
出
て
、
む
く

〱
と
血

管
を
無
理
に
越
す
熱
き
血
が
、
汗
を
吹
い
て
総
身
に
煮
浸
み
出
は
せ

ぬ
か
と
感
じ
た
。
東
京
は
左
程
に
烈
し
い
所
で
あ
る
。
此
の
刺
激
の

強
い
都
を
去
つ
て
、
突
然
と
太
古
の
京
へ
飛
び
下
り
た
余
は
、
恰
も

三
伏
の
日
に
照
り
附
け
ら
れ
た
焼
石
が
、
緑
の
底
に
空
を
映
さ
ぬ
暗

い
池
へ
、
落
ち
込
ん
だ
様
な
も
の
だ
。
余
は
し
ゆ
つ
と
云
ふ
音
と
共

に
、
倏
忽
と
わ
れ
を
去
る
熱
気
が
、
静
な
る
京
の
夜
に
震
動
を
起
し

は
せ
ぬ
か
と
心
配
し
た
。

「
余
」
は
、
「
淋
し
い
」「
寒
い
」
「
太
古
の
京
」
に
対
し
、
東
京
を
「
烈

し
い
」
「
刺
激
の
強
い
」「
熱
気
」
あ
る
空
間
と
捉
え
、
そ
の
落
差
を
「
三

伏
の
日
に
照
り
附
け
ら
れ
た
焼
石
が
、
緑
の
底
に
空
を
映
さ
ぬ
暗
い
池
へ
、

落
ち
込
ん
だ
様
な
も
の
だ
」
と
表
現
し
て
い
る

。
こ
こ
か
ら
、
「
余
」
が

(14)

感
じ
て
い
る
「
淋
し
さ
」
は
、
「
東
京
」
と
の
対
比
に
よ
っ
て
強
く
意
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
様
の
言
説
は
『
夜
の
京
阪
』
に
も
見
ら

れ
る
。
「
本
山
ま
ゐ
り
の
夜
」（
鵜
崎
一
畝
）
の
一
節
を
引
用
し
て
み
る
。

一
体
片
田
舎
の
停
車
場
は
除
外
例
と
し
て
、
少
く
も
大
都
会
の
停
車

場
の
近
辺
は
非
常
に
賑
は
つ
て
、
殊
に
夜
な
ど
は
人
車
の
絡
駅
、
電

灯
の
光
、
触
目
の
景
象
す
べ
て
一
箇
の
不
夜
城
を
現
出
す
る
の
が
常

で
あ
る
。
然
る
に
京
都
の
停
車
場
は
こ
の
観
念
を
以
て
実
景
に
対
す

る
と
、
実
に
意
外
の
感
に
打
た
れ
ざ
る
を
得
な
い
、
平
日
宵
の
中
こ

そ
前
の
人
家
に
火
が
点
つ
て
居
つ
て
、
電
車
の
二
三
台
も
あ
れ
ば
、

人
車
の
往
来
も
多
少
は
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
一
体
に
東
京
、
大
阪
、

に
比
べ
る
と
寂
し
い
、
況
ん
や
夜
の
九
時
十
時
に
も
な
る
と
段
々
さ

び
れ
て
停
車
場
の
電
燈
の
光
の
外
は
殆
ど
闇
の
世
界
と
い
つ
て
も
宜

い
く
ら
ゐ
の
光
景
で
、（
中
略
）
大
阪
の
や
う
な
陽
気
な
停
車
場
を
見

た
目
で
、
京
都
の
停
車
場
に
着
く
と
、
恰
で
舞
楽
洋
々
た
る
天
堂
を

出
て
、
俄
に
地
獄
の
谷
に
で
も
入
つ
た
や
う
な
気
が
す
る
と
、
言
つ

た
人
が
あ
つ
た
が
、
実
景
に
接
す
る
に
及
ん
で
、
そ
の
言
の
万
更
法

外
な
嘘
で
も
な
い
こ
と
が
合
点
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
前
五
、
六
年
京
都
で
暮
ら
し
て
い
た
鵜
崎
は
、
本
山
参
り
で
「
或
年

の
一
月
二
十
日
前
後
」
の
「
夜
の
九
時
頃
」
に
大
阪
方
面
か
ら
京
都
に
来

た
。「
京
に
着
け
る
夕
」
の
「
余
」
と
訪
れ
た
時
期
や
状
況
は
異
な
る
が
、

外
部
か
ら
再
び
京
都
を
訪
れ
た
点
、
京
都
を
外
部
の
都
市
と
対
比
し
て
い

る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
鵜
崎
は
京
都
で
、
「
夜
の
九
時
十
時
に
も
な

る
と
段
々
さ
び
れ
」
て
、
「
停
車
場
の
電
燈
の
光
の
外
は
殆
ど
闇
の
世
界

と
い
つ
て
も
宜
い
く
ら
ゐ
の
光
景
」
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
そ
し
て
、

あ
る
人
か
ら
聞
い
た
、
「
大
阪
の
や
う
な
陽
気
な
停
車
場
を
見
た
目
で
、

京
都
の
停
車
場
に
着
く
と
、
恰
で
舞
楽
洋
々
た
る
天
堂
を
出
て
、
俄
に
地

獄
の
谷
に
で
も
入
つ
た
や
う
な
気
が
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
、
あ
な
が
ち

嘘
で
は
な
い
と
実
感
す
る
。「
京
に
着
け
る
夕
」
の
「
三
伏
の
日
」
と
「
緑

の
底
に
空
を
映
さ
ぬ
暗
い
池
」
の
比
喩
も
、
こ
れ
と
同
じ
意
味
合
い
を
持

つ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
あ
と
詳
し
く
見
る
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
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で
も
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
祇
園
や
新
京
極
な
ど
の
中
心
部
を
除
く
京

都
の
夜
は
「
暗
く
淋
し
く
、
好
く
い
は
ゞ
太
古
の
如
く
、
悪
く
い
は
ゞ
地

獄
の
一
筋
道
を
辿
り
行
く
」
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
淋
し
さ
」
と
「
暗
さ
」
の
密
接
な
連
関
は
、
京
都
に
暮
ら
す
人
々
や
、

京
都
の
夜
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
々
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
だ
が
、
鵜

崎
や
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
「
余
」
に
は
、
京
都
が
外
部
で
あ
る
が
ゆ
え

に
「
暗
さ
」
が
東
京
や
大
阪
の
「
明
る
さ
」
と
対
比
さ
れ
、
「
淋
し
さ
」

と
し
て
感
じ
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
京
都
の
夜
の
淋
し
さ
は
外

部
か
ら
の
ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
ひ
と
く
ち
に
「
外
部
か
ら
の
ま
な
ざ
し
」

と
は
言
っ
て
も
、
鵜
崎
と
「
余
」
の
そ
れ
は
性
質
を
異
に
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
「
余
」
の
場
合
、
京
都
を
訪
れ
た
の
は
十
五
年
ぶ
り
二

度
目
で
、
ほ
と
ん
ど
初
め
て
と
言
っ
て
い
い
。
そ
う
し
た
「
余
」
か
ら
注

が
れ
る
の
は
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
に
よ
れ

ば
、
観
光
と
い
う
「
体
験
の
一
部
は
、
日
常
か
ら
離
れ
た
異
な
る
景
色
、

風
景
、
町
並
み
な
ど
に
た
い
し
て
ま
な
ざ
し
も
し
く
は
視
線
を
投
げ
か
け

る
こ
と
」
で
あ
る

。
実
際
、
漱
石
の
日
記
に
は
、「
祇
園
に
行
く
。
公
園

〔
祇
は
女
偏
に
氏
〕

(15)

ハ
俗
地
な
り
」（
明
治
四
十
年
三
月
二
十
九
日
）
な
ど
、
名
所
旧
跡
を
巡
っ
た

際
の
所
感
が
記
さ
れ
て
お
り
、
京
都
に
対
し
て
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
を

投
げ
か
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
京
に
着

け
る
夕
」
で
語
ら
れ
て
い
る
京
都
の
夜
の
淋
し
さ
や
寒
さ
は
、
「
東
京
」

か
ら
来
た
「
余
」
が
創
り
出
し
た
「
心
象
地
理
」
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上

し
て
く
る

。
(16)

対
す
る
鵜
崎
の
場
合
は
、
五
、
六
年
京
都
に
暮
ら
し
た
経
験
が
あ
る
た

め
、「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
本
山
ま
ゐ
り
の
夜
」

は
、
「
余
」
の
言
説
が
「
東
京
」
か
ら
ま
な
ざ
し
た
心
象
地
理
に
基
づ
く

も
の
か
否
か
を
測
る
た
め
の
参
照
項
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
別

の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
佐
藤
氏
が
指
摘
し
て
い
る
「
強
調
」
や
「
改
変
」

を
検
証
す
る
た
め
の
、
一
つ
の
視
座
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
に
見
る
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
に
も
当
て
は
ま
る
。

『
夜
の
京
阪
』
で
は
、
京
都
の
夜
の
華
や
か
で
明
る
い
部
分
だ
け
で
は

な
く
、
暗
く
淋
し
い
部
分
に
も
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
京
都

の
夜
の
「
裏
面
」
を
よ
く
描
写
し
て
い
る
の
が
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
で

あ
る
。
筆
者
の
稲
岡
蓼
花
は
東
京
で
小
説
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、

生
ま
れ
育
っ
た
の
は
京
都
で
あ
る
た
め
、
鵜
崎
と
同
様
、
そ
の
言
表
行
為

は
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
以
下
、

具
体
的
に
見
て
い
く
。
ま
ず
は
冒
頭
部
分
を
引
用
し
て
み
る
。

あ
は
れ
京
の
夜
を
説
か
ん
ほ
ど
の
も
の
は
、
先
づ
祗
園
島
原
先
斗

町
、
解
語
花
の
乱
咲
な
る
粋
で
高
尚
で
奥
床
し
き
遊
里
の
賑
ひ
、
さ

て
は
新
京
極
の
繁
昌
雑
踏
、
春
は
公
園
の
糸
桜
に
ぼ
ん
ぼ
り
の
光
床

し
げ
な
る
、
夏
は
四
条
河
原
の
夕
涼
み
、
秋
な
れ
ば
嵯
峨
の
辺
り
の

月
の
冴
け
さ
、
冬
は
千
鳥
の
鳴
く
音
を
聞
き
つ
ゝ
巨
燵
で
玉
子
酒
の

味
な
木
屋
町
三
本
木
の
風
流
な
ど
挙
ぐ
る
な
ら
ん
が
、
斯
く
て
は
真

の
夜
の
京
都
を
紹
介
す
る
に
は
あ
ら
ず
、
夜
の
京
都
は
暗
く
淋
し
く
、

好
く
い
は
ゞ
太
古
の
如
く
、
悪
く
い
は
ゞ
地
獄
の
一
筋
道
を
辿
り
行

く
が
如
し
。



9

京
都
の
夜
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
と
、
祇
園
や
新
京
極
、
円
山
公
園
の

夜
桜
や
納
涼
床
な
ど
、
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
に
目
が
向
き
が
ち
だ
が
、

そ
れ
で
は
「
真
の
夜
の
京
都
」
を
紹
介
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
稲
岡
は

言
う
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
で
描
か
れ
て
い
る

風
景
こ
そ
が
、
京
都
の
夜
の
大
部
分
で
あ
り
、
日
常
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
あ
と
稲
岡
は
、
語
り
手
「
予
」
を
登
場
さ
せ
て
京
都
の
夜
の
風

景
を
描
写
し
て
い
く
。
設
定
は
、
明
治
三
十
六
年
の
「
春
の
は
じ
め
」
、

久
々
に
東
京
か
ら
故
郷
の
京
都
に
帰
っ
て
き
た
「
予
」
が
、
午
後
九
時
ご

ろ
七
条
に
到
着
し
、
人
力
車
で
寺
町
今
出
川
ま
で
向
か
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
「
京
に
着
け
る
夕
」
で
は
、
明
治
四
十
年
三
月
二
十
八
日
に
、
十

五
年
ぶ
り
に
東
京
か
ら
京
都
に
来
た
「
余
」
が
、
午
後
七
時
三
十
七
分
に

七
条
に
到
着
し
、
人
力
車
で
下
鴨
・
糺
の
森
ま
で
向
か
う
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
は
語
り
手
の
性
格
や
置
か

れ
て
い
る
状
況
、
時
間
・
空
間
が
極
め
て
近
い
と
い
え
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
両
者
を
比
較
し
て
み
る
。
ま
ず
は
人
力
車
か
ら
見

え
る
風
景
の
描
写
で
あ
る
。

「
遠
い
よ
」
と
云
つ
た
人
の
車
と
、
「
遠
い
ぜ
」
と
云
つ
た
人
の
車

と
、
顫
へ
て
居
る
余
の
車
は
長
き
轅
を
長
く
連
ね
て
、
狭
く
細
い
路

を
北
へ
北
へ
と
行
く
。
静
か
な
夜
を
、
聞
か
ざ
る
か
と
輪
を
鳴
ら
し

て
行
く
。
鳴
る
音
は
狭
き
路
を
左
右
に
遮
ら
れ
て
、
高
く
空
に
響
く
。

か
ん
か
ら
ゝ
ん
、
か
ん
か
ら
ゝ
ん
、
と
云
ふ
。
石
に
逢
へ
ば
か
ゝ
ん
、

か
ゝ
ら
ん
と
云
ふ
。
陰
気
な
音
で
は
な
い
。
然
し
寒
い
響
で
あ
る
。

風
は
北
か
ら
吹
く
。
／
細
い
路
を
窮
屈
に
両
側
か
ら
仕
切
る
家
は
悉

く
黒
い
。
戸
は
残
り
な
く
鎖
さ
れ
て
ゐ
る
。
所
々
の
軒
下
に
大
き
な

小
田
原
提
灯
が
見
え
る
。
赤
く
ぜ
ん
ざ
い
と
か
い
て
あ
る
。
人
気
の

な
い
軒
下
に
ぜ
ん
ざ
い
は
抑
も
何
を
待
ち
つ
ゝ
赤
く
染
ま
つ
て
居
る

の
か
し
ら
ん
。

（
「
京
に
着
け
る
夕
」
）

車
夫
は
無
言
で
駈
出
し
ぬ
、
車
は
何
と
な
く
狭
く
、
両
輪
の
回
転
す

る
に
連
れ
て
チ
ヤ
ラ
ン

〱
チ
ヤ
ラ
ン

〱
と
異
し
き
騒
が
し
き
耳

喧
し
き
音
の
し
て
、
そ
の
不
愉
快
い
ふ
ば
か
り
な
し
。
／
（
中
略
）

町
は
細
く
暗
く
、
何
処
の
家
も
戸
を
閉
て
ゝ
ひ
そ
ま
り
返
り
し
さ
ま
、

ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
最
寄
の
町
と
は
夢
に
も
思
は
れ
ず
、
今
は
九
時
何
十

分
と
て
、
東
京
な
ら
ば
銀
座
通
の
裏
表
今
を
真
盛
り
の
賑
ひ
な
る
に
、

土
地
か
は
れ
ば
斯
く
ま
で
も
品
か
は
る
も
の
か
。
／
五
条
通
は
京
都

に
て
三
条
四
条
の
両
通
り
に
つ
い
で
の
目
貫
の
場
所
な
が
ら
、
軒
並

の
家
は
皆
戸
の
閉
ぢ
ら
れ
て
、
是
よ
り
北
へ
麩
屋
町
通
へ
曲
ら
う
と

い
ふ
手
前
の
、
南
側
な
る
饅
頭
屋
の
み
ぞ
淋
し
き
釣
洋
燈
を
三
つ
四

つ
点
し
て
、
小
僧
一
人
眠
む
た
げ
な
る
顔
し
て
往
来
を
見
渡
し
ぬ
、

そ
の
往
来
と
て
も
数
ふ
る
ば
か
り
に
て
、
東
京
の
山
の
手
、
而
も
ず

ん
と
奥
の
場
末
の
町
の
そ
れ
の
如
く
。

（
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
）

「
京
に
着
け
る
夕
」
の
「
余
」
を
乗
せ
た
人
力
車
は
、「
か
ん
か
ら
ゝ
ん
」

と
い
う
「
寒
い
響
」
を
静
寂
の
夜
に
鳴
ら
し
て
、
「
狭
く
細
い
路
」
を
ひ

た
す
ら
北
上
し
て
い
く
。
道
中
に
見
え
る
の
は
、
門
戸
が
閉
じ
ら
れ
、
明

か
り
が
消
え
て
静
ま
り
返
っ
た
人
家
や
、
「
人
気
の
な
い
軒
下
」
に
ぶ
ら

下
が
る
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
赤
提
灯
と
い
っ
た
「
淋
し
い
」
風
景
で
あ
る
。
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「
狭
く
細
い
路
」
が
ど
こ
な
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
水
川
隆
夫

氏
は
、
「
漱
石
た
ち
は
七
条
停
車
場
か
ら
烏
丸
通
を
北
上
し
て
、
今
出
川

通
り
を
東
へ
走
り
、
「
出
町
橋
」
の
袂
を
左
へ
切
れ
て
、
賀
茂
川
に
か
け

ら
れ
た
「
葵
橋
」
を
渡
っ
て
下
鴨
本
通
り
を
少
し
北
へ
進
ん
だ
」

と
し
、

(17)

河
野
仁
昭
氏
は
、
「
漱
石
ら
は
寺
町
通
（
南
北
に
通
じ
る
通
り
で
は
、
寺

町
通
が
当
時
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
だ
っ
た
）
か
ら
今
出
川
通
を
東
へ

折
れ
、
賀
茂
大
橋
の
西
袂
か
ら
北
へ
折
れ
、
出
町
橋
を
渡
っ
て
下
鴨
神
社

の
参
道
を
北
上
し
た
よ
う
だ
」

と
推
測
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
ル
ー
ト

(18)

も
考
え
ら
れ
る
が
、
寺
町
通
は
途
中
に
新
京
極
や
電
気
鉄
道
の
線
路
が
あ

る
た
め
、
暗
く
淋
し
い
風
景
に
は
な
り
に
く
い
。
そ
の
点
で
は
、
夜
に
な

る
と
人
通
り
が
少
な
く
な
る
東
本
願
寺
や
（
「
本
山
ま
ゐ
り
の
夜
」
）
、
広
大
な

緑
に
囲
ま
れ
た
御
所
が
あ
る
烏
丸
通
の
方
が
、
テ
ク
ス
ト
の
描
写
に
は
近

い

。
た
だ
し
、
南
か
ら
北
ま
で
一
貫
し
て
同
じ
通
り
を
進
ん
だ
と
は
限

(19)

ら
な
い
し
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
で
は
華
や
か
で
明
る
い
風
景
が
削
り
取

ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
の
「
予
」
を
乗
せ
た
人
力
車
は
、
電
気

鉄
道
の
線
路
に
沿
っ
て
塩
小
路
通
か
ら
東
洞
院
通
へ
曲
が
っ
た
あ
と
、
枳

殻
殿
の
西
側
を
通
っ
て
東
へ
曲
が
り
、
上
枳
殻
馬
場
通
か
ら
下
寺
町
通
を

抜
け
て
五
条
通
に
出
た
（
中
略
部
分
）

。
車
輪
の
「
チ
ヤ
ラ
ン

〱
チ
ヤ

(20)

ラ
ン

〱
」
と
い
う
「
異
し
き
騒
が
し
き
耳
喧
し
き
音
」
と
は
対
照
的
に
、

「
町
は
細
く
暗
く
、
何
処
の
家
も
戸
を
閉
て
ゝ
ひ
そ
ま
り
返
」
っ
て
い
る
。

目
抜
き
の
五
条
通
に
出
て
も
往
来
は
少
な
く
、
物
淋
し
い
釣
洋
燈
を
三
、

四
個
点
し
た
饅
頭
屋
が
営
業
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
様
子
は
「
東
京
の

山
の
手
、
而
も
ず
ん
と
奥
の
場
末
の
町
」
の
よ
う
で
あ
る
。

二
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
す
る
と
、
細
く
狭
い
通
り
に
活
動
の
な
い
暗

い
人
家
が
並
び
、
そ
の
な
か
に
提
灯
な
い
し
釣
洋
燈
が
と
も
る
と
い
う
風

景
が
類
似
し
て
い
る
。

こ
の
あ
と
「
予
」
を
乗
せ
た
人
力
車
は
、
五
条
通
か
ら
麩
屋
町
通
へ
曲

が
り
、
丸
太
町
方
面
へ
向
か
っ
て
さ
ら
に
北
上
し
て
い
く
。

万
寿
寺
、
松
原
、
高
辻
、
仏
光
寺
、
綾
の
小
路
、
四
条
通
は
流
石
に

電
気
の
光
な
ど
輝
き
て
、
両
側
の
各
商
店
も
未
だ
寝
ぬ
火
影
道
を
照

し
、
通
行
の
人
も
可
な
り
に
、
車
の
往
来
も
あ
れ
ど
、
錦
小
路
、
蛸

薬
師
と
進
め
ば
、
矢
張
元
の
寂
し
さ
に
て
、
街
燈
の
光
の
心
細
げ
に
、

騒
し
げ
な
る
物
音
人
声
な
ど
い
へ
る
は
薬
に
し
た
く
も
な
く
、
五
条

通
よ
り
此
処
ま
で
来
る
間
に
余
は
只
車
二
台
に
出
合
し
の
み
。
／
『
お

い
車
夫
さ
ん
、
何
時
で
も
恁
麼
に
淋
し
い
の
か
ね
、
馬
鹿
に
陰
気
ぢ

や
な
い
か
、
な
ん
だ
つ
て
恁
麼
に
淋
し
い
ん
だ
？
』
と
予
は
車
上
よ

り
声
掛
け
ぬ
、
／
『
淋
し
い
テ
貴
方
、
ソ
ラ
四
条
や
京
極
の
や
う
や

お
へ
ん
が
、
是
な
ら
当
然
で
す
』
車
夫
は
走
り
な
が
ら
に
斯
く
答
へ

て
、
六
角
、
三
条
、
姉
小
路
、
御
池
と
次
第
に
上
（
北
へ
行
く
を
上

へ
行
く
と
い
ふ
）
へ
進
め
ば
進
む
に
従
ひ
、
更
に
一
段
の
寂
寥
を
増

し
ぬ
、（
中
略
）
予
は
何
と
や
ら
心
細
き
気
の
し
て
、
都
恋
し
く
、
車

夫
の
あ
が
き
の
一
足
ご
と
に
奈
落
の
底
に
引
き
込
ま
る
ゝ
か
の
心
地

し
た
り
。

（
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
）

途
中
、
万
寿
寺
通
か
ら
四
条
通
に
か
け
て
、
「
電
気
の
光
」
な
ど
が
輝

き
、
多
く
の
人
や
人
力
車
が
行
き
か
う
華
や
か
で
明
る
い
風
景
が
現
れ
る



11

が
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
ま
た
「
元
の
寂
し
さ
」
に
戻
り
、
北
へ
行
け
ば
行

く
ほ
ど
「
更
に
一
段
の
寂
寥
」
が
増
し
て
い
く
。
前
章
で
見
た
京
都
市
内

の
電
灯
普
及
率
の
低
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
淋
し
さ
に
耐
え

か
ね
た
「
予
」
が
車
夫
に
、
「
何
時
で
も
恁
麼
に
淋
し
い
の
か
」
、
「
な
ん

だ
つ
て
恁
麼
に
淋
し
い
ん
だ
」
と
た
ず
ね
る
と
、
「
四
条
や
京
極
の
や
う

や
お
へ
ん
が
、
是
な
ら
当
然
」
だ
と
い
う
。
こ
の
や
り
と
り
か
ら
も
、
中

心
部
を
除
い
た
京
都
の
夜
の
暗
く
淋
し
い
風
景
が
、
当
地
の
人
々
に
と
っ

て
は
日
常
の
一
コ
マ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

。
(21)

も
う
一
場
面
、
比
較
し
て
み
る
。
今
度
は
二
人
の
語
り
手
が
目
的
地
に

到
着
し
た
際
の
描
写
で
あ
る
。

か
ん
か
ら
ゝ
ん
は
長
い
橋
の
袂
を
左
へ
切
れ
て
長
い
橋
を
一
つ
渡

つ
て
、
ほ
の
か
に
見
え
る
白
い
河
原
を
越
え
て
、
藁
葦
と
も
思
は
れ

る
不
揃
な
家
の
間
を
通
り
抜
け
て
、
梶
棒
を
横
に
切
つ
た
と
思
つ
た

ら
、
四
抱
か
五
抱
も
あ
る
大
樹
の
幾
本
と
な
く
提
灯
の
火
に
う
つ
る

鼻
先
で
、
ぴ
た
り
と
留
ま
つ
た
。
寒
い
町
を
通
り
抜
け
て
、
よ
く

〱
寒
い
所
へ
来
た
の
で
あ
る
。
遥
な
る
頭
の
上
に
見
上
げ
る
空
は
、

枝
の
為
に
遮
ら
れ
て
、
手
の
平
程
の
奥
に
料
峭
た
る
星
の
影
が
き
ら

り
と
光
を
放
つ
た
時
、
余
は
車
を
降
り
な
が
ら
、
元
来
何
処
へ
寝
る

の
だ
ら
う
と
考
へ
た
。

（
「
京
に
着
け
る
夕
」
）

又
一
台
の
電
車
、
今
度
は
一
人
の
客
を
も
乗
せ
ず
空
車
に
て
、
す
さ

ま
じ
き
音
と
共
に
西
に
走
り
去
り
、
あ
と
は
又
元
の
闇
夜
に
返
り
て

天
の
星
の
み
冴
け
し
。
／
振
返
れ
ば
今
来
し
方
は
闇
に
包
ま
れ
、
一

際
黒
き
は
茂
れ
る
御
所
の
樹
木
か
、
二
つ
三
つ
の
街
灯
の
か
す
か
に

光
を
放
て
る
な
ど
、
一
々
寂
し
さ
と
心
細
さ
を
感
じ
て
、
京
へ
は
や

う

〱
今
来
し
ば
か
り
な
が
ら
、
そ
ゞ
ろ
に
東
の
空
の
懐
か
し
く
な

り
ぬ
。

（
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
）

二
人
が
向
か
っ
た
先
は
、
「
四
抱
か
五
抱
も
あ
る
大
樹
」
が
群
生
す
る

「
加
茂
の
森
」
と
、
樹
木
が
生
い
茂
る
御
所
に
近
い
寺
町
今
出
川
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
「
町
が
尽
き
て
、
家
が
尽
き
て
、
灯
が
尽
き
る
北
の
果
」
て

と
も
言
え
る
、
淋
し
さ
と
暗
さ
を
極
め
た
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す

る
よ
う
に
、
「
加
茂
の
森
」
の
空
に
は
「
料
峭
た
る
星
の
影
が
き
ら
り
と

光
を
放
」
ち
、「
闇
に
包
ま
れ
」
た
寺
町
今
出
川
で
は
「
天
の
星
の
み
冴
」

か
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
は
自
然
の
風
景
描
写
で

も
類
似
し
て
い
る
。

以
上
の
比
較
か
ら
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
は
同
時
代
の
京
都
の
夜
の
風

景
を
写
し
取
っ
て
お
り
、
「
余
」
の
言
表
行
為
が
「
東
京
」
か
ら
ま
な
ざ

し
た
心
象
地
理
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
佐
藤
氏
が
指
摘
し
て
い
る
「
強
調
」
や
「
改
変
」
と
い
っ
た
捉
え

方
で
、
「
淋
し
さ
」
に
関
わ
る
描
写
を
括
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

「
寒
さ
」
の
内
実

（２）こ
こ
ま
で
「
淋
し
さ
」
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
「
寒
さ
」
に
つ
い
て

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
「
余
」
が
京
都
の
夜
の
寒
さ
に
つ
い

て
語
っ
て
い
る
箇
所
（
①
⑥
⑪
⑬
）
と
、
寒
さ
に
対
す
る
「
余
」
の
や
や
過

剰
と
も
い
え
る
反
応
（
①
⑥
⑪
⑬
以
外
）
に
つ
い
て
、
『
夜
の
京
阪
』
に
見
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ら
れ
る
言
説
や
同
時
代
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
検
討
を
加
え

る
。
以
下
に
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

①
「
東
京
を
立
つ
時
は
日
本
に
こ
ん
な
寒
い
所
が
あ
る
と
は
思
は
な
か
つ

た
」

②
「
顫
へ
て
居
る
余
の
車
は
長
き
轅
を
長
く
連
ね
て
、
…
」

③
「
余
は
寒
い
首
を
縮
め
て
京
都
を
南
か
ら
北
へ
抜
け
る
」

④
「
（
人
力
車
で
）
馳
け
る
程
顫
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

⑤
「
膝
掛
を
と
ら
れ
て
顫
へ
て
ゐ
る
今
の
余
を
見
た
ら
、
子
規
は
又
笑
ふ

で
あ
ら
う
」

⑥
「
寒
い
町
を
通
り
抜
け
て
、
よ
く

〱
寒
い
所
へ
来
た
の
で
あ
る
」

⑦
「
顫
へ
な
が
ら
（
家
に
）
飛
び
込
ん
だ
客
は
寒
が
り
で
あ
る
」

⑧
「
主
人
と
居
士
は
余
が
顫
へ
て
ゐ
る
の
を
見
兼
ね
て
、「
公
、
ま
づ
（
湯

に
）
這
入
れ
」
と
云
ふ
」

⑨
「
加
茂
の
水
の
透
き
徹
る
な
か
に
全
身
を
浸
け
た
と
き
は
歯
の
根
が
合

は
ぬ
位
で
あ
つ
た
」

⑩
「
湯
に
入
つ
て
顫
へ
た
も
の
は
古
往
今
来
沢
山
あ
る
ま
い
と
思
ふ
」

⑪
「
肩
の
あ
た
り
へ
糺
の
森
の
風
が
ひ
や
り

〱
と
吹
い
て
く
る
」

⑫
「
車
に
寒
く
、
湯
に
寒
く
、
果
は
布
団
に
迄
寒
か
つ
た
の
は
心
得
ぬ
」

⑬
「
京
都
は
よ
く

〱
人
を
寒
が
ら
せ
る
所
だ
と
思
ふ
」

⑭
「
太
織
の
夜
具
の
な
か
な
る
余
は
愈
寒
か
つ
た
」

⑮
「
顫
へ
つ
ゝ
窓
を
開
け
れ
ば
…
」

⑯
「
余
は
幾
重
と
も
な
く
寒
い
も
の
に
取
り
囲
ま
れ
て
ゐ
た
」

「
寒
い
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
加
え
て
、「
顫
へ
」
る

や
「
ひ
や
り
」
な
ど
、
「
寒
さ
」
に
通
じ
る
表
現
を
含
む
も
の
も
抜
き
出

し
て
み
た
。
「
淋
し
さ
」
と
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
「
寒
さ
」
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
引
用
の
①
⑥
⑪
⑬
で
は
、
京
都
と

い
う
場
所
（
空
間
）
の
「
寒
さ
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も

①
に
注
目
し
た
い
。
十
五
年
ぶ
り
に
七
条
停
車
場
に
降
り
立
っ
た
「
余
」

は
、
「
東
京
を
立
つ
時
は
日
本
に
こ
ん
な
寒
い
所
が
あ
る
と
は
思
は
な
か

つ
た
」
と
、
京
都
を
東
京
よ
り
も
寒
い
場
所
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
こ
の

部
分
に
つ
い
て
、
佐
藤
良
太
氏
は
当
時
の
気
象
デ
ー
タ
を
調
査
し
、
明
治

四
十
年
三
月
二
十
八
日
午
前
八
時
の
東
京
は

℃
、
同
日
午
後
六
時
の
京

5.2

都
は

℃
と
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
右
の
描
写
は
京
都
の
「
寒
さ
」
を
「
強

5.0

調
」
す
る
た
め
の
意
識
的
な
「
改
変
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

。
(22)

し
か
し
、
実
際
に
漱
石
が
京
都
に
到
着
し
た
の
は
午
後
七
時
三
十
七
分

で
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
北
へ
約
六
キ
ロ
の
道
の
り
を
人
力
車
で
移
動
し
て

い
る
。
目
的
地
で
あ
る
下
鴨
・
糺
の
森
の
狩
野
亨
吉
宅
に
到
着
し
た
の
は

午
後
九
時
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。
佐
藤
氏
が
示
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
午

後
十
時
の
京
都
は
マ
イ
ナ
ス

℃
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開

0.19

(23)

さ
れ
て
い
る
統
計
で
は
、
当
日
の
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス

℃
（
東
京
の

2.1

最
低
気
温
は

℃
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
あ
と
一
気
に
気
温
が

3.0

下
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
し
た
な
か
を
人
力
車
で
走
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
移
動
中
の
体
感
温
度
は
か
な
り
低
く
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
別
の
角
度
か
ら
考
え
て
み
る
。
漱
石
の
明
治
四
十
年
三
月
二

十
八
日
の
日
記
に
は
、
「
京
都
の

first
im
pression

寒
イ
」
と
い
う
記
述
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の
ほ
か
に
、
「
暁
ニ
烏
ガ
鳴
ク
。
へ
の
字
ニ
鳴
き
く
の
字
ニ
鳴
く
」
、
「
夜

中
に
時
計
ガ
チ
―
―
―
―
―
―
―
―
ン
と
鳴
る
」
と
い
っ
た
、
夜
中
や
明
け

方
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
日
付
は
「
二
十
八
日
」
で

は
あ
る
が
、
実
際
に
日
記
を
書
い
た
の
は
二
十
九
日
と
推
測
さ
れ
る
。
だ

と
す
れ
ば
、
漱
石
の
京
都
に
対
す
る
「
寒
イ
」
と
い
う
印
象
に
は
、
七
条

停
車
場
に
降
り
立
っ
て
か
ら
人
力
車
で
下
鴨
・
糺
の
森
に
至
り
、
狩
野
亨

吉
宅
に
投
宿
し
た
一
日
を
通
し
て
の
「
寒
さ
」
が
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
印
象
な
い
し
実
感
が
①
の
描
写
に
つ
な
が
っ

た
と
す
れ
ば
、
京
都
は
東
京
よ
り
も
「
寒
い
所
」
に
な
る
し
、
「
強
調
」

の
た
め
の
意
識
的
な
「
改
変
」
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
『
夜
の
京
阪
』
を
見
る
と
、
「
『
京
都
は
寒
い
所
』
と
い
ひ
ま

す
け
れ
ど
も
」（
歌
川
国
松
「
京
の
雪
の
夜
」
）
の
よ
う
に
、
京
都
と
「
寒
さ
」

が
結
び
つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
「
京
に
着
け
る
夕
」
と
時
期
が
近

い
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
に
も
、
次
の
よ
う
な
描
写
が
見
ら
れ
る
。

年
頃
の
娘
二
人
、
手
を
曳
合
ふ
て
か
、
肩
と
肩
と
を
摺
合
し
て
歩
み

な
が
ら
、
／
『
お
ゝ
寒
む
、
な
ん
で
恁
麼
に
寒
い
の
や
ろ
』
／
『
大

概
奈
良
の
水
取
り
と
か
い
ふ
の
や
ろ
』
／
『
ほ
ゝ
ゝ
ゝ
お
虎
は
ん
の

お
箱
が
初
ま
つ
た
、
お
婆
ア
は
ん
見
た
い
に
、
直
ぐ
お
説
教
や
わ
』
／

一
人
の
娘
は
稍
腹
立
た
し
き
と
い
ふ
声
に
て
、
／
『
爾
や
か
て
、
奈

良
の
水
取
り
頃
は
寒
い
も
ん
や
と
阿
母
ア
は
ん
に
聞
い
て
ま
し
た

わ
』
／
『
ほ
ゝ
ゝ
好
か
ん
、
妾
は
爾
う
い
ふ
事
い
ふ
の
大
嫌
い
』

「
奈
良
の
（
お
）
水
取
り
」
と
は
、
東
大
寺
二
月
堂
で
、
陰
暦
二
月
一

日
か
ら
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
る
修
二
会
の
こ
と
で
あ
る
。
二
月
十
二
日
に

は
、
深
夜
か
ら
未
明
に
か
け
て
堂
前
に
あ
る
若
狭
井
の
水
を
汲
ん
で
香
水

に
す
る
儀
式
が
あ
り
（
現
在
は
三
月
十
二
日
に
行
わ
れ
る
）
、
関
西
で
は
春
の
到

来
を
告
げ
る
年
中
行
事
で
あ
る

。
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
で
描
か
れ
て
い

(24)

る
の
が
旧
暦
二
月
十
二
日
と
す
る
と
、
新
暦
で
は
三
月
十
日
に
な
る
。
こ

の
描
写
か
ら
も
、
「
余
」
が
訪
れ
た
時
期
の
京
都
の
夜
は
「
寒
い
」
こ
と

が
分
か
る
。
同
じ
く
「
寂
し
き
夜
の
市
街
」
の
な
か
で
「
予
」
が
、

頃
は
春
の
は
じ
め
、
祗
園
の
夜
桜
も
最
う
ほ
こ
ろ
び
初
め
や
う
か
と

思
は
る
ゝ
此
頃
の
陽
気
な
れ
ど
、
四
面
山
も
て
囲
ま
れ
た
る
京
は
夜

に
入
り
遽
に
肌
寒
く
、
颯
と
吹
下
す
一
陣
の
叡
山
颪
は
、
『
お
ゝ
寒

い
』
と
思
は
ず
も
予
を
呟
か
せ
ぬ

と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
引
用
の
①
を
は
じ
め
、
⑥
⑪
⑬
の
描
写
は

い
ず
れ
も
、
同
時
代
の
京
都
の
夜
の
寒
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
う
え
で
、
寒
さ
に
対
す
る
「
余
」
の
や
や
過
剰
と
も
い
え
る
反
応

を
描
く
こ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
京
都
に
暮
ら
す
人
々

や
、
日
常
的
に
京
都
の
夜
に
触
れ
て
い
る
人
々
に
は
、
京
都
の
夜
の
寒
さ

は
日
常
で
あ
る
。
そ
う
し
た
読
者
に
と
っ
て
、「
烈
し
い
」「
刺
激
の
強
い
」

「
熱
気
」
あ
る
東
京
か
ら
来
た
「
余
」
が
、
「
東
京
を
立
つ
時
は
日
本
に

こ
ん
な
寒
い
所
が
あ
る
と
は
思
は
な
か
つ
た
」
と
語
り
、
人
力
車
で
も
、

湯
ぶ
ね
で
も
、
布
団
で
も
「
顫
」
え
て
い
る
姿
は
諧
謔
的
な
も
の
に
映
っ

た
ろ
う
。
漱
石
が
そ
う
し
た
「
余
」
の
姿
を
描
い
た
の
は
、
新
聞
小
説
家

と
し
て
読
者
の
存
在
を
意
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

。
(25)
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三
、「
ぜ
ん
ざ
い
」
と
京
都

前
章
で
は
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
「
淋
し
さ
」
と
「
寒
さ
」
の
描
写

に
、
同
時
代
の
夜
の
風
景
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
章

で
は
、
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
描
写
に
つ
い
て
同
様
に
検
討
を
加
え
る
。

「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
描
写
は
、
「
余
」
が
人
力
車
か
ら
見
た
街
の
風
景
の
な

か
に
登
場
す
る
（
二
章
で
引
用
）
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
子
規

と
の
思
い
出
も
絡
み
合
い
、
「
赤
い
ぜ
ん
ざ
い
と
京
都
と
は
到
底
離
さ
れ

な
い
」
ほ
ど
「
余
」
の
記
憶
に
定
着
し
て
い
る
。

始
め
て
京
都
に
来
た
の
は
十
五
六
年
の
昔
で
あ
る
。
そ
の
時
は
正
岡

子
規
と
一
所
で
あ
つ
た
。
麩
屋
町
の
柊
屋
と
か
云
ふ
家
へ
着
い
て
、

子
規
と
共
に
京
都
の
夜
を
見
物
に
出
た
と
き
、
始
め
て
余
の
目
に
映

つ
た
の
は
、
此
の
赤
い
ぜ
ん
ざ
い
の
大
提
灯
で
あ
る
。
此
の
大
提
灯

を
見
て
、
余
は
何
故
か
是
が
京
都
だ
な
と
感
じ
た
ぎ
り
、
明
治
四
十

年
の
今
日
に
至
る
迄
決
し
て
動
か
な
い
。
ぜ
ん
ざ
い
は
京
都
で
、
京

都
は
ぜ
ん
ざ
い
で
あ
る
と
は
余
が
当
時
に
受
け
た
第
一
印
象
で
又
最

後
の
印
象
で
あ
る
。
子
規
は
死
ん
だ
。
余
は
い
ま
だ
に
、
ぜ
ん
ざ
い

を
食
つ
た
事
が
な
い
。
実
は
ぜ
ん
ざ
い
の
何
物
た
る
か
を
さ
へ
弁
へ

ぬ
。
汁
粉
で
あ
る
か
煮
小
豆
で
あ
る
か
眼
前
に
髣
髴
す
る
材
料
も
な

い
の
に
、
あ
の
赤
い
下
品
な
肉
太
な
字
を
見
る
と
、
京
都
を
稲
妻
の

迅
か
な
る
閃
き
の
う
ち
に
思
ひ
出
す
。

丹
治
伊
津
子
氏
は
、
漱
石
と
子
規
の
交
友
が
落
語
を
介
し
て
始
ま
っ
た

こ
と
や
、
京
都
が
落
語
の
発
祥
地
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
「
京
に
着

け
る
夕
」
を
落
語
の
視
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
「
ぜ
ん

ざ
い
は
京
都
で
、
京
都
は
ぜ
ん
ざ
い
で
あ
る
」
と
い
う
件
は
、
三
遊
亭
円

朝
「
士
族
の
商
法
」（
御
膳
汁
粉
）
や
桂
文
三
「
改
良
ぜ
ん
ざ
い
」
に
通
じ
、

「
赤
い
提
灯
」
は
文
三
が
乗
り
回
し
て
い
た
「
真
っ
赤
に
塗
っ
た
人
力
車
」

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
と
い
う

。
さ
ら
に
、
水
川
隆
夫
氏
は
丹
治
論

(26)

を
補
足
し
て
、
人
力
車
の
「
か
ん
か
ら
ゝ
ん
、
か
ん
か
ら
ゝ
ん
」
の
音
と

赤
い
提
灯
は
、
「
怪
談
牡
丹
灯
籠
」
の
「
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン

〱
」
と
鳴
る

駒
下
駄
の
音
と
、
お
露
が
持
っ
て
い
る
「
牡
丹
の
花
の
燈
籠
」
に
通
じ
る

と
指
摘
し
て
い
る

。
こ
の
よ
う
に
、「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
描
写
は
プ
レ
テ
ク

(27)

ス
ト
と
の
影
響
関
係
が
す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
描
写
に
は
ど
こ
ま
で
同
時
代
の
風

景
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
丹
治
氏
は
、

氏
が
問
い
合
わ
せ
た
「
菓
子
資
料
室

虎
屋
文
庫
」
の
「
江
戸
期
に
も
ぜ

ん
ざ
い
の
記
載
は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
回
答
や
、
菓
子
司
「
末
冨
」

当
主
山
口
富
蔵
氏
の
「
昔
か
ら
ぜ
ん
ざ
い
屋
と
い
う
の
は
あ
ま
り
聞
き
ま

せ
ん
ね
」
と
い
う
発
言
を
踏
ま
え
て
、
「
軒
に
提
灯
を
掲
げ
た
ぜ
ん
ざ
い

屋
が
連
な
る
と
い
う
設
定
は
京
都
で
は
無
理
が
あ
」
る
た
め
、
「
漱
石
の

創
作
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る

。
(28)

確
か
に
、「
軒
に
提
灯
を
掲
げ
た
ぜ
ん
ざ
い
屋
が
連
な
る
と
い
う
設
定
」

は
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
創
作
的
側
面
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、

「
余
」
が
京
都
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
「
ぜ
ん
ざ
い
屋
」
を
持
ち
出
し
、

「
ぜ
ん
ざ
い
は
京
都
で
、
京
都
は
ぜ
ん
ざ
い
」
と
語
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
い
さ
さ
か
不
自
然
で
あ
る
。
漱
石
と
子
規
が
汁
粉
好
き
で
あ
る
こ
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と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も

、
こ
の
「
ぜ
ん
ざ
い
と
京
都
」
と
い

(29)

う
組
み
合
わ
せ
は
、
同
時
代
の
読
者
に
と
っ
て
も
了
解
事
項
だ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

『
夜
の
京
阪
』
で
は
、「
ぜ
ん
ざ
い
屋
」
は
納
涼
床
の
際
に
出
店
さ
れ
る

も
の
と
し
て
言
及
さ
れ
た
り

、
新
京
極
に
あ
る
様
々
な
商
店
の
一
つ
と

(30)

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

。
な
か
で
も
「
京
都
の
飲
食
店
」（
変
通
子
）
で

(31)

は
、
関
西
の
「
ぜ
ん
ざ
い
」
が
東
京
の
「
し
る
こ
」
で
あ
る
こ
と
や
、
実

際
に
店
で
出
さ
れ
る
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
特
徴
を
話
柄
に
し
な
が
ら
、
「
ぜ

ん
ざ
い
屋
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ぜ
ん
ざ
い
屋
を
御
紹
介
申
し
上
げ
や
う
、
こ
れ
は
東
京
の
し
る
こ
や

で
あ
る
、
御
承
知
の
通
り
、
関
西
で
は
東
京
で
所
謂
し
る
こ
の
事
を

ぜ
ん
ざ
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
、
東
京
で
善
哉
と
い
へ
ば
、
例
の
粟
か

道
明
寺
の
蒸
し
た
の
に
ど
ろ

〱
し
た
濃
い
餡
を
ぶ
ッ
か
け
た
の
を

い
ふ
の
で
あ
る
が
、
関
西
で
は
さ
う
で
は
な
い
、
一
般
に
東
京
の
し

る
こ
を
ぜ
ん
ざ
い
と
い
ふ
の
で
、
尤
も
な
か
に
は
、
『
東
京
御
し
る

こ
』
な
ど
と
書
い
た
も
の
も
あ
る
が
、
別
に
変
ッ
た
も
の
を
喰
は
せ

る
で
も
な
い
、
ツ
マ
リ
瞽
家
威
し
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
出
来
る

も
の
は
と
い
ふ
と
ま
づ
東
京
で
い
ふ
御
膳
し
る
こ
、
即
ち
普
通
の
し

る
こ
餅
で
、
家
々
に
よ
つ
て
家
号
な
ぞ
に
因
み
あ
る
名
を
つ
け
て
、

そ
れ
を
其
家
の
特
産
物
と
し
て
居
る
、
そ
の
他
紅
餡
、
白
餡
、
茶
入
、

小
倉
、
潰
し
餡
、
い
ろ

〱
と
あ
つ
て
、
何
ん
で
も
お
好
み
に
応
ず

る
の
で
あ
る
が
、
闇
の
梅
と
か
宇
治
の
里
、
朧
月
と
か
初
日
の
出
と

か
乃
至
翁
と
か
何
ん
と
か
角
と
か
い
ふ
名
称
に
至
つ
て
は
、
ヤ
ハ
リ

家
々
に
よ
つ
て
随
意
な
名
を
命
け
て
あ
る
。
味
は
と
い
ふ
と
概
し
て

甘
き
に
過
ぐ
る
方
で
、
上
方
一
流
の
悪
し
ッ
こ
い
傾
む
き
が
あ
る
、

そ
し
て
実
も
白
玉
よ
り
は
餅
の
方
を
喜
ぶ
客
が
多
い
や
う
で
あ
る
、

そ
れ
か
ら
妙
な
こ
と
に
は
、
東
京
の
や
う
に
香
物
を
添
へ
て
出
さ
ぬ
、

或
人
に
問
ふ
た
ら
ば
、
こ
れ
は
畢
竟
経
済
上
か
ら
考
へ
た
も
の
で
、

折
角
甘
い
も
の
を
喰
べ
た
あ
と
で
、
塩
ッ
ぱ
い
も
の
を
喰
て
は
先
の

甘
い
の
を
打
破
し
て
了
う
理
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
と
の
説
明
で
あ

つ
た

ま
た
、
時
期
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
『
京
都
と
奈
良
』（
『
文
芸
倶
楽
部
』
定
期

増
刊
第
八
巻
第
六
号
、
明
治
三
十
五
年
四
月
）
で
も
、
新
京
極
の
「
善
哉
餅
屋
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
齋
藤
紫
軒
「
新
京
極
」
）
。

◎
善
哉
餅
屋

錦
魚
亭
、
道
場
、
大
松
亭
、
錦
魚
亭
は
座
敷
が
あ
つ

て
夏
は
氷
も
す
る
、
善
哉
二
銭
小
倉
善
哉
三
銭
汁
粉
金
時
四
銭
萩
の

餅
一
個
一
銭
す
ま
し
五
銭
、
書
生
な
ど
が
多
く
行
く
処
で
一
寸
渋
皮

の
剝
け
た
下
婢
が
置
い
て
あ
る
。
道
場
、
大
松
亭
は
少
し
安
い
の
で
、

饂
飩
屋
と
同
じ
く
腰
か
け
の
追
込
み
で
あ
る
、
善
哉
ぞ
う
に
二
銭
、

小
倉
汁
粉
三
銭
金
時
も
三
銭
で
持
て
来
る
の
は
小
僧
や
小
女
郎
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
京
都
に
「
ぜ
ん
ざ
い
屋
」
な
る
も
の
が
一
定
数

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
ど
こ
に
、
ど
の
く
ら
い
数
が
あ
っ
た
の
か
。
『
京
都
商
工
人
名

録
』（
明
治
三
十
八
年
版
、
明
治
四
十
五
年
改
正
版
）
か
ら
抜
き
出
し
て
み
る
。
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以
下
、
上
か
ら
商
号
／
住
所
／
業
種
（
営
業
税
法
の
業
別
）
の
順
に
記
す
。

・
近
与
／
寺
町
五
条
角
／
餅
（
販
売
）
(32)

・
永
偲
堂
／
三
条
寺
町
東
／
善
哉
（
販
売
）

・
常
盤
／
寺
町
三
条
北
／
善
哉
（
販
売
）

・
亀
山
／
松
原
油
小
路
西
／
善
哉
（
雑
業
）

・
ぜ
ん
ざ
い
亭
／
新
京
極
四
条
北
／
善
哉
（
雑
業
）

・
錦
魚
亭
／
新
京
極
三
条
南
／
善
哉
（
雑
業
）

・
旭
亭
／
御
旗
町
／
善
哉
（
雑
業
之
部
）

（
明
治
三
十
八
年
版
）

・
近
与
／
寺
町
五
条
角
／
餅

・
亀
山
／
松
原
油
小
路
西
／
善
哉

・
道
場
／
新
京
極
四
条
上
／
善
哉

※
ぜ
ん
ざ
い
亭
の
こ
と
。
氷
水
を
兼
業

・
明
ほ
の
／
大
和
大
路
四
条
上
二
丁
目
／
善
哉

※
三
十
八
年
も
営
業

・
常
盤
／
寺
町
三
条
上
／
善
哉

・
記
載
な
し
／
河
原
町
蛸
薬
師
下
／
善
哉

※
営
業
者
は
山
本
光
太
郎

・
錦
魚
亭
／
新
京
極
三
条
南
／
善
哉

・
旭
亭
／
四
条
寺
町
東
／
善
哉

※
氷
を
兼
業

・
山
大
／
大
宮
上
立
売
上
／
氷
（
販
売
）
※
蝋
燭
、
ぜ
ん
ざ
い
、
洋
反
物
を
兼
業

（
明
治
四
十
五
年
改
正
版
）

こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
治
三
十
八
年
で
は
八
軒
（
明
ほ
の
を
含
む
）
、

四
十
五
年
で
は
九
軒
の
「
ぜ
ん
ざ
い
屋
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
継
続
し
て
営
業
し
て
い
る
店
は
、
明
治
四
十
年
も
同
じ
場
所
に

あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
『
京
都
商
工
人
名
録
』
の
記
載
対

象
が
原
則
と
し
て
営
業
税
十
円
以
上
の
納
税
者
で
あ
る
こ
と
や
（
「
凡
例
」
）
、

他
業
種
や
兼
業
な
ど
で
ぜ
ん
ざ
い
を
製
造
、
販
売
し
て
い
た
店
が
あ
る
可

能
性
を
考
え
る
と
、
実
際
の
数
は
さ
ら
に
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
所
在

地
に
着
目
す
る
と
、
寺
町
や
新
京
極
な
ど
の
中
心
部
に
多
い
こ
と
が
分
か

る
。
漱
石
た
ち
を
乗
せ
た
人
力
車
が
こ
れ
ら
の
場
所
を
通
っ
た
か
ど
う
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
明
治
四
十
年
の
京
都
に
「
ぜ
ん
ざ
い
屋
」
は
確
か
に

存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

一
方
、
漱
石
が
子
規
と
一
緒
に
京
都
を
訪
れ
た
明
治
二
十
五
年
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。
正
確
な
数
は
不
明
だ
が
、
『

都
の
魁
』（
石
田
有
年
編
、
明

工
商

技
術

治
十
六
年
十
月
）
の
「
ぜ
ん
ざ
い
商
ノ
部
」
に
記
載
が
あ
る
「
錦
魚
亭
」「
明

ほ
の
」
「
近
与
」
「
柳
錦
亭
」
「
旭
亭
」
は
、
明
治
二
十
五
年
も
営
業
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
か
で
も
四
条
大
橋
東
詰
（
川
端
通
四
条
下
ル
、
現
「
京

都
四
條
南
座
」
の
南
隣
）
の
「
柳
錦
亭
」
は
、
前
面
が
納
涼
床
の
最
高
入
札

額
（
一
坪
五
十
一
銭
）
を
記
録
す
る
一
等
地
に
あ
っ
た
た
め

、
京
都
の
夜

(33)

を
見
物
に
訪
れ
た
漱
石
と
子
規
の
目
に
と
ま
り
、
印
象
的
な
風
景
と
し
て

記
憶
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
都
の
魁
』
は
様
々
な
業
種
の
有
名
店
を
絵
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
案

内
書
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
で
あ
る
た
め
、
当
時
の
店
の
様
子
や
街
の
景
観
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
先
の
「
柳
錦
亭
」
は
、
「
ぜ

ん
ざ
い
」
と
書
か
れ
た
掛
行
灯
を
店
先
に
設
置
し
て
い
る
（

頁
【
図

】

17

3

参
照
）
。
ま
た
、
五
条
大
橋
西
詰
の
「
近
与
」
は
、
軒
下
に
「
ぜ
ん
ざ
い
」

と
書
か
れ
た
提
灯
を
下
げ
て
い
る
（

頁
【
図

】
参
照
）
。
明
治
二
十
五
年

17

4

の
漱
石
た
ち
が
見
て
い
た
の
は
こ
う
し
た
風
景
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
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そ
し
て
明
治
四
十
年
の
読
者
も
、
「
ぜ
ん
ざ
い
屋
」
の
あ
る
風
景
が
日
常

だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
時
期
は
異
な
る
が
、
【
図

】
や
【
図

】
の
よ
う

3

4

な
店
の
佇
ま
い
が
記
号
化
さ
れ
、
一
種
の
〈
原
風
景
〉
と
な
っ
て
記
憶
に

定
着
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
余
」
が
人
力
車
か
ら
見
た
風
景
に
「
赤
い

ぜ
ん
ざ
い
の
大
提
灯
」
が
登
場
し
、
「
ぜ
ん
ざ
い
は
京
都
で
、
京
都
は
ぜ

ん
ざ
い
で
あ
る
」
と
語
る
描
写
は
、
現
実
性
を
も
っ
て
同
時
代
の
読
者
に

受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
汁
粉
で
あ
る
か
煮
小
豆
で
あ
る
か
」

と
い
う
、
東
西
の
食
文
化
の
差
異
に
触
れ
た
一
節
が
あ
る
こ
と
を
考
え
あ

わ
せ
る
と
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
に
お
け
る
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
描
写
も
ま

た
、
漱
石
が
読
者
を
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

【図 3】石田有年編『都の魁』（明治 16 年 10 月）

「柳錦亭」（川端通四条下ル）の様子

【図 4】石田有年編『都の魁』（明治 16年 10月）

「近与」（五条大橋西詰）の様子
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四
、「
京
に
着
け
る
夕
」
と
同
時
代
の
読
者

二
、
三
章
で
は
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
と
同
時
代
の
言
説
・
状
況
と
の

比
較
か
ら
、「
淋
し
さ
」
と
「
寒
さ
」
、
そ
し
て
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
描
写
に
、

京
都
の
夜
の
風
景
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
章
で
は
、

同
時
代
の
読
者
が
「
京
に
着
け
る
夕
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に

受
容
し
た
の
か
（
受
容
し
得
る
の
か
）
、
掲
載
紙
と
の
関
係
か
ら
検
討
す
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
は
『
大
阪
朝

日
新
聞
』
発
刊
九
千
号
の
記
念
日
に
合
わ
せ
て
執
筆
、
掲
載
さ
れ
た
。
明

治
四
十
年
四
月
九
日
の
朝
刊
第
一
面
を
見
る
と
、
一
段
目
に
数
字
の

「9000

」
と
太
陽
（
「
朝
日
」
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
を
織
り
込
ん
だ

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
調
の
挿
絵
が
描
か
れ
、
二
段
目
か
ら
四
段
目
に
か

け
て
社
説
「
九
千
号
」
が
続
き
、
途
中
「
電
報
」
記
事
な
ど
を
挟
ん
で
、

五
段
目
か
ら
七
段
目
に
か
け
て
漱
石
の
「
京
に
着
け
る
夕
（
上
）
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
（

頁
【
図

】
参
照
）
。
社
説
で
は
、
明
治
維
新
以
来
の
日

21

5

本
の
近
代
化
が
賛
美
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
聞
な
い
し
新
聞
業
の
使
命
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
日
本
の
近
代
化
賛
美
に
関
わ
る
箇
所

を
一
部
引
用
し
て
み
る
。

維
新
以
来
茲
に
四
十
年
、
椎
髻
は
断
髪
と
為
り
、
𧘕
𧘔
は
フ
ロ
ッ
ク

コ
ー
ト
と
為
り
、
寺
小
屋
は
小
中
大
学
専
門
諸
校
と
為
り
、
六
鎮
台

は
十
六
師
団
と
為
り
、
千
石
船
は
一
万
余
頓
の
大
汽
船
と
為
り
一
小

島
国
は
一
等
国
の
中
に
列
し
て
、
其
の
進
む
や
駸
々
乎
た
り
、
維
新

前
後
の
事
情
に
通
ぜ
し
人
人
に
し
て
今
日
の
状
況
を
観
ば
、
恍
と
し

て
別
天
地
に
生
れ
し
感
あ
ら
ん
、
亦
一
大
進
歩
に
非
ず
や

一
方
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

汽
車
は
流
星
の
疾
き
に
、
二
百
里
の
春
を
貫
い
て
、
行
く
わ
れ
を

七
条
の
プ
ラ
ツ
〔
ト
〕
フ
オ
ー
ム
の
上
に
振
り
落
す
。
余
が
踵
の
堅

き
叩
き
に
薄
寒
く
響
い
た
と
き
、
黒
き
も
の
は
、
黒
き
咽
喉
か
ら
火

の
粉
を
ぱ
つ
と
吐
い
て
、
暗
い
国
へ
轟
と
去
つ
た
。
／
唯
さ
へ
京
は

淋
し
い
所
で
あ
る
。
原
に
真
葛
、
川
に
加
茂
、
山
に
比
叡
と
愛
宕
と

鞍
馬
、
こ
と
ご
と
く
昔
の
儘
の
原
と
川
と
山
で
あ
る
。
昔
の
儘
の
原

と
川
と
山
の
間
に
あ
る
、
一
条
、
二
条
、
三
条
を
つ
く
し
て
、
九
条

に
至
つ
て
も
十
条
に
至
つ
て
も
、
皆
昔
の
儘
で
あ
る
。
数
へ
て
百
条

に
至
り
、
生
き
て
千
年
に
至
る
と
も
京
は
依
然
と
し
て
淋
し
か
ら
う
。

漱
石
が
「
京
に
着
け
る
夕
」
執
筆
時
に
社
説
の
情
報
を
得
て
い
た
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
両
者
は
極
め
て
対
照
的
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

社
説
で
は
、
「
文
明
開
化
」
や
「
富
国
強
兵
」
が
想
起
さ
れ
る
明
治
維
新

以
来
四
十
年
の
目
ま
ぐ
る
し
い
発
展
を
、
挿
絵
の
太
陽
で
照
ら
す
よ
う
に

「
一
大
進
歩
」
と
し
て
賛
え
て
い
る
。
「
進
歩
」
の
中
心
地
は
言
う
ま
で

も
な
く
東
京
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
発
行
地
が
関
西

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
明
治
三
十
六
年
に
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

が
開
催
さ
れ
、
商
業
の
地
と
し
て
発
展
を
続
け
る
大
阪
も
、
東
京
と
並
ぶ

「
進
歩
」
の
磁
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
「
京
に
着
け
る

夕
」
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
「
烈
し
い
」
「
刺
激
の
強
い
」
場
所
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
で
は
、
「
昔
の
儘
」
変
わ
ら
な
い

「
淋
し
い
」
「
寒
い
」
京
都
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
確
か
に
京
都
で

も
、
明
治
二
年
に
東
京
奠
都
（
遷
都
）
が
行
わ
れ
て
以
降
、
琵
琶
湖
疎
水

の
開
通
（
第
一
疎
水
：
明
治
二
十
三
年
、
第
二
疎
水
：
明
治
四
十
五
年
）
や
、
第
四

回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
（
京
都
市
岡
崎
公
園
、
明
治
二
十
八
年
四
～
七
月
）
、

日
本
最
初
の
営
業
用
路
面
電
車
の
運
行
（
京
都
電
気
鉄
道
、
明
治
二
十
八
年
）

な
ど
、
様
々
な
近
代
化
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
東
京
や
大

阪
と
同
じ
レ
ヴ
ェ
ル
で
「
進
歩
」
を
標
榜
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

近
代
都
市
と
し
て
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
た
。
そ
の
落
差
は
、
『
夜
の
京

阪
』
に
見
ら
れ
る
言
説
に
よ
っ
て
す
で
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
読
者
は
テ
ク
ス
ト
の
外
部
に
あ
る
言
説
や
状

況
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
「
進
歩
」
対
「
不
変
」
と
い
う
大
き
な
文
脈
の

な
か
で
「
京
に
着
け
る
夕
」
を
受
容
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
進
歩
」
対

「
不
変
」
の
構
図
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
が
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
二
ヶ

月
後
に
発
表
さ
れ
た
漱
石
の
「
虞
美
人
草
」
で
あ
る
。
東
京
と
京
都
の
二

つ
の
場
所
が
対
比
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
京
に
着
け
る
夕
」

が
着
想
に
一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
小
説
中
、
甲

野
と
宗
近
が
東
京
に
向
か
う
汽
車
の
速
さ
と
京
都
の
路
面
電
車
を
比
較
し

て
語
る
場
面
に
、
「
進
歩
」
対
「
不
変
」
の
二
項
対
立
が
見
ら
れ
る
。

「
急
行
列
車
は
気
持
ち
が
い
ゝ
。
こ
れ
で
な
く
つ
ち
や
乗
つ
た
気

が
し
な
い
」
／
（
中
略
）
／
「
京
都
の
電
車
と
は
大
違
だ
ら
う
」
／

「
京
都
の
電
車
か
？

あ
い
つ
は
降
参
だ
。
全
然
第
十
義
以
下
だ
。

あ
れ
で
運
転
し
て
居
る
か
ら
不
思
議
だ
」
／
「
乗
る
人
が
あ
る
か

ら
さ
」
／
「
乗
る
人
が
あ
る
か
ら
つ
て

―
余
り
だ
。
あ
れ
で
布

設
し
た
の
は
世
界
一
だ
さ
う
だ
」
／
「
さ
う
で
も
な
い
だ
ら
う
。

世
界
一
に
し
ち
や
あ
幼
稚
過
ぎ
る
」
／
「
所
が
布
設
し
た
の
が
世

界
一
な
ら
、
進
歩
し
な
い
事
も
世
界
一
だ
さ
う
だ
」
／
「
ハ
ヽ
ヽ

ヽ
京
都
に
は
調
和
し
て
ゐ
る
」（
「
虞
美
人
草
」
七
の
三
・
第
三
十
三
回
）
(34)

こ
こ
に
は
、
「
東
京
」
出
身
の
甲
野
と
宗
近
が
「
京
都
」
を
語
る
と
い

う
、
一
種
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
ま
な
ざ
し
が
作
用
し
て
い
る
。
同
時

代
の
大
阪
の
読
者
に
も
、
こ
う
し
た
ま
な
ざ
し
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
と
す

れ
ば
、
社
説
と
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
「
進
歩
」
対
「
不
変
」
の
構
図
は
、

そ
の
ま
ま
「
大
阪
」
対
「
京
都
」
の
そ
れ
に
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、「
京
に
着
け
る
夕
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
、
「
進
歩
し
な
い
」

京
都
を
描
い
て
い
る
と
読
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
京
都
の
読
者
か
ら
見
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
三
十
六
年

で
は
あ
る
が
、
『
夜
の
京
阪
』
の
言
説
を
手
が
か
り
に
し
て
み
る
。

同
じ
三
府
の
中
で
も
大
阪
と
い
へ
ば
、
会
社
や
工
場
の
煙
突
か
ら
四

六
時
中
濃
厚
な
煤
煙
を
吐
だ
し
て
満
都
の
空
気
を
濁
ら
し
、
そ
の
空

気
を
呼
吸
す
る
幾
万
の
精
霊
の
肺
を
不
健
全
な
ら
し
む
る
恐
ろ
し
さ

と
、（
中
略
）
ど
の
街
も
こ
の
町
も
人
ご
み
で
道
を
歩
い
て
居
つ
て
も

一
刻
も
暢
々
し
な
い
雑
踏
と
を
連
想
す
る
の
で
あ
る
が
、
京
都
と
な

る
と
流
石
に
山
紫
水
明
を
以
て
関
左
に
鳴
る
だ
け
に
、
道
幅
も
広
く
、

空
気
も
清
潔
で
、
市
街
も
極
目
抜
き
の
場
所
を
除
い
て
は
雑
踏
も
せ

ぬ
、
何
と
な
く
余
裕
の
あ
る
や
う
に
見
え
る
。（
「
本
山
ま
ゐ
り
の
夜
」
）
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こ
こ
で
は
、
大
阪
が
殺
風
景
で
没
個
性
化
さ
れ
た
商
業
都
市
で
あ
る
の

に
対
し
、
京
都
は
「
昔
の
儘
」
の
自
然
を
と
ど
め
た
風
光
明
媚
な
場
所
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
つ
と
、「
京
に
着
け
る
夕
」

の
「
淋
し
さ
」
や
「
寒
さ
」
の
描
写
は
、
大
阪
の
読
者
か
ら
見
た
場
合
と

は
異
な
り
、
む
し
ろ
守
る
べ
き
も
の
を
し
ぶ
と
く
守
る
古
都
の
誇
り
と
し

て
、
肯
定
的
に
読
ま
れ
得
る
の
で
は
な
い
か
。

無
論
、
読
者
の
位
相
は
単
純
に
大
阪
と
京
都
に
二
分
で
き
る
も
の
で
は

な
い
が
、
掲
載
紙
の
言
説
が
居
住
地
の
異
な
る
読
者
に
与
え
る
印
象
に
差

異
が
生
じ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
、「
京
に
着
け
る
夕
」

に
も
多
様
な
〈
読
み
〉
の
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
に
お
け
る
京
都
の
〈
夜
〉
の
「
淋
し

さ
」
と
「
寒
さ
」
、
そ
し
て
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
描
写
に
つ
い
て
、
同
時
代

の
言
説
や
状
況
と
の
相
関
、
読
者
に
よ
る
受
容
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
察

し
て
き
た
。
ほ
か
に
も
、
連
載
形
式
を
意
識
し
た
作
品
構
成
を
は
じ

め
、「
入
社
の
辞
」
に
も
見
ら
れ
る
「
新
聞
屋
」
と
い
う
呼
称
の
使
用
や
、

新
聞
と
い
う
公
共
性
の
高
い
媒
体
で
「
余
」（
漱
石
）
と
子
規
の
個
人
的
な

メ
デ
ィ
ア

思
い
出
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
な
ど
、
検
討
す
べ
き
問
題
は
残
っ

て
い
る
。
作
品
の
構
成
意
識
に
つ
い
て
は
、
漱
石
を
創
作
の
世
界
に
導
き
、

散
文
と
韻
文
両
方
の
「
師
」
で
も
あ
っ
た
子
規
と
の
関
係
を
見
る
必
要
が

あ
る

。
ま
た
、
「
新
聞
屋
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
も
、
漱
石
に
先
立
っ

(35)

て
新
聞
人
に
な
っ
た
子
規
の
営
為
を
踏
ま
え
て
、
使
用
意
図
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。

【
図
版
】（
本
文
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
）

【図 1】明治 40年 4月 3日『大阪朝日新聞』朝刊第 1面（7段目）

「九千号記念」の告知と横並びで、漱石の朝日新聞社入社が紹介されている。
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【図 5】明治 40年 4月 9日『大阪朝日新聞』朝刊第 1面（全体）

数字の「9000」と太陽（朝日）を織り込んだアール・ヌーヴォー調の挿絵（1 段目）や「九千号」

の社説（2 ～ 4 段目）と同じ面に、漱石の「京に着ける夕（上）」（5 ～ 7 段目）が掲載されている。
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【
注
記
】

漱
石
は
、
明
治
四
十
年
三
月
十
五
日
に
自
宅
で
東
京
朝
日
新
聞
社
主
筆
池
辺
三
山
と

1
面
会
し
、
入
社
を
決
意
し
た
（
正
式
決
定
は
三
月
二
十
九
日
）
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』

で
は
、
四
月
一
、
二
日
の
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
「
社
告
」
で
周
知
さ
れ
、
二
日
に
は

「
新
入
社
は
夏
目
漱
石
君
」
と
名
前
入
り
で
紹
介
さ
れ
た
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
年
五
月
三
日
。『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
は
「
嬉
し
き
義

2
務
」
の
題
で
、
五
月
四
、
五
日
に
上
・
下
二
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
年
五
月
四
日
～
六
月
四
日
。
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
明
治

3
四
十
年
五
月
九
日
～
六
月
四
日
。
全
二
十
七
回
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
年
六
月
二
十
三
日
～
十
月
二
十
九
日
。『
大
阪
朝
日
新

4
聞
』
明
治
四
十
年
六
月
二
十
三
日
～
十
月
二
十
八
日
。
全
一
二
七
回
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
後
、
単
行
本
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。

5

菊
池
昌
治
氏
も
同
時
代
の
言
説
や
状
況
に
触
れ
て
い
る
が
（
『
京
都
文
学
巡
礼
』
三

6
一
書
房
、
一
九
九
〇
年
九
月
）
、
テ
ク
ス
ト
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
比
較
は
行
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
本
論
と
は
直
接
関
係
し
な
い
先
行
研
究
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
言
及
し
て
お

く
。
岡
三
郎
氏
は
「
京
に
着
け
る
夕
」
を
漱
石
の
実
体
験
に
基
づ
く
紀
行
文
と
捉
え
、

氏
が
所
蔵
す
る
自
筆
原
稿
を
も
と
に
表
現
レ
ヴ
ェ
ル
で
精
緻
に
分
析
し
て
い
る
（
『
夏

目
漱
石
研
究

第
三
巻

『
虞
美
人
草
』
と
「
京
に
着
け
る
夕
べ
」
の
研
究
』
国
文
社
、

一
九
九
五
年
十
月
）
。
佐
々
木
英
昭
氏
は
、「
一
夜
」「
京
に
着
け
る
夕
」『
永
日
小
品
』

が
、
「
催
眠
術
を
含
む
心
理
学
の
知
識
や
連
句
・
俳
句
の
経
験
を
も
と
に
漱
石
自
身
が

独
自
に
構
成
し
た
「
暗
示
」
理
論
を
背
景
に
も
つ
、
き
わ
め
て
意
識
的
な
方
法
に
基

づ
」
い
て
い
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
で
は
、
「
京
都
を
稲
妻

の
迅
か
な
る
閃
き
の
う
ち
に
思
」
い
出
す
「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
赤
提
灯
と
、
「
肉
体
」
と

「
心
」
を
通
り
抜
け
て
い
く
よ
う
な
置
時
計
の
「
チ
ー
ン
」
と
鳴
る
音
が
、
「
暗
示
」

を
生
み
出
す
刺
激
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
「
暗
示
」
実
験
と
し
て
の
漱

あ
ん
し

石
短
篇

―
「
一
夜
」
「
京
に
着
け
る
夕
」
『
永
日
小
品
』
の
深
層

―
」
『
日
本
近
代

文
学
』
第
七
十
六
集
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）
。

平
岡
敏
夫
「
夏
目
漱
石

人
と
作
品

―
『
明
治
四
十
三
年
京
都
』
か
ら
の
接
近

―
」

7
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
十
巻
四
号
、
一
九
九
五
年
四
月

平
岡
氏
が
参
照
し
た
日
記
の
記
述
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

8

今
日
は
朝
早
く
か
ら
仕
事
に
つ
い
た
が
、
呉
服
屋
が
来
た
の
で
半
日
遊
ん
だ
。

今
日
は
い
よ

〱
真
下
先
生
が
学
校
の
方
へ
お
こ
し
に
な
る
様
に
な
っ
た
の
で
、

暮
早
く
播
清
で
観
迎
会
が
あ
る
。
七
時
に
主
人
御
出
な
す
っ
た
。
十
時
す
ぎ
、
お

帰
り
な
す
た
。
丁
度
其
時
、
甘
糟
様
が
い
ら
っ
し
て
、
お
と
を
り
な
す
っ
て
。
ま

あ
久
し
ぶ
り
で
夜
仕
事
し
て
、
一
ぱ
い
ち
り
ば
り
さ
が
し
て
あ
る
の
で
、
隠
居
で
、

ま
あ
。
雨
降
り
に
な
っ
た
。
何
だ
か
昨
日
か
ら
む
し
と

〱
あ
お
っ
た
か
だ
と
お

も
へ
ば
。

佐
藤
良
太
「
夏
目
漱
石
『
京
に
着
け
る
夕
』
論

―
〈
近
代
以
前
〉
へ
の
憧
憬

―
」

9
『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月

鳥
居
素
川
「
漱
石
君
を
悼
む
」
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
五
年
十
二
月
十
一
日

10

田
中
尚
人
、
川
崎
雅
史
、
亀
山
泰
典
「
電
気
事
業
に
着
目
し
た
近
代
京
都
の
街
路
景

11
観
デ
ザ
イ
ン
」
『
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
論
文
集
』
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
。

な
お
、
【
図

】
（

頁
）
の
引
用
も
同
論
文
に
よ
る
。

2

5

松
田
道
雄
『
明
治
大
正

京
都
追
憶
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
十
月
。
な
お
、
「
東
丸

12
太
町
の
仲
小
路
」
は
、
新
京
極
か
ら
北
東
に
一
キ
ロ
強
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

『
夜
の
京
阪
』
で
は
下
鴨
神
社
が
、
「
華
表
の
中
は
則
ち
加
茂
御
祖
神
社
の
神
苑
、
杉

13
檜
森
然
と
し
て
立
ち
、
地
に
些
の
寸
埃
も
な
い
、
老
翠
古
碧
、
蒼
涼
の
気
を
吹
い
て
、

人
を
し
て
情
を
屏
け
、
粛
然
と
し
て
身
の
太
古
に
あ
る
を
思
は
し
む
る
」
、
「
境
内
の
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静
か
な
る
こ
と
、
実
に
太
古
の
如
く
、
神
苑
に
鳥
な
く
も
喧
し
か
ら
ず
、
神
樹
に
風

渡
る
も
颼
颯
た
ら
ず
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
（
斎
藤
紫
軒
「
糺
の
森
の
夏
夜
」
）
。

菊
池
昌
治
氏
は
、
「
「
緑
の
底
に
空
を
映
さ
ぬ
暗
い
池
」
と
は
三
方
を
東
山
、
西
山
、

14
北
山
に
囲
ま
れ
、
数
万
年
前
は
湖
の
底
で
あ
っ
た
と
い
う
京
都
の
風
土
を
よ
く
物
語

っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
（
『
京
都
文
学
巡
礼
』
三
一
書
房
、
一
九
九
〇
年
九
月
）
。

ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
、
ヨ
ー
ナ
ス
・
ラ
ー
ス
ン
『
観
光
の
ま
な
ざ
し

増
補
改
訂
版
』

15
（
加
太
宏
邦
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
四
年
九
月
）
。
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
は
、

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
「
ま
な
ざ
し
」
を
踏
ま
え
て
、
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
も
ま

た
、
「
社
会
的
に
構
成
さ
れ
制
度
化
さ
れ
」
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
心
象
地
理
」
と
は
「
な
じ
み
深
い
『
自
分
た
ち
』
の
空
間
と
、
そ
の
自
分
た
ち
の

16
空
間
の
彼
方
に
広
が
る
な
じ
み
の
な
い
『
彼
ら
』
の
空
間
と
を
、
心
の
中
で
名
付
け

区
別
」
す
る
こ
と
で
あ
る
（
エ
ド
ワ
ー
ド
・

・
サ
イ
ー
ド
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

W

上
』
今
沢
紀
子
訳
、
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
六
月
）
。
な
か
で
も
他
所
の
心
象
地
理
に

は
、
観
光
客
な
ど
ま
な
ざ
す
側
の
幻
想
（
空
想
）
や
欲
望
が
投
影
さ
れ
て
い
る
（D

uncan,

J.
and

G
regory,

D
.
(1999 ).

Introduction.
In

D
uncan,

J.
and

G
regory,

D
.
(
E
ds. ),

W
rites

of
P
assage:

R
eading

travel
w
riting,

L
ondon:

R
outledge.

）
。

水
川
隆
夫
『
漱
石
と
京
都
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
五
月

17

河
野
仁
昭
『
京
都
の
明
治
文
学
』
白
川
書
院
、
二
〇
〇
七
年
一
月
。
な
お
、
河
野
氏

18
と
『
定
本

漱
石
全
集
』
第
十
二
巻
の
「
注
解
」
（
清
水
孝
純
氏
執
筆
）
は
、
「
長
い
橋

の
袂
を
左
に
切
れ
て
」
の
「
長
い
橋
」
を
「
賀
茂
大
橋
」
と
し
て
い
る
が
、
水
川
隆

夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
は
ま
だ
「
賀
茂
大
橋
」
が
な
か
っ
た
た
め
、

正
し
く
は
「
出
町
橋
」
で
あ
る
。

丹
治
伊
津
子
氏
は
「
川
端
通
」
に
言
及
し
て
い
る
が
（
「
夏
目
漱
石
「
京
に
着
け
る

19
夕
」
論

―
寄
席
落
語
に
始
ま
っ
た
子
規
と
の
交
友

―
」『
京
都
語
文
』
第
二
十
号
、

二
〇
一
三
年
十
一
月
）
、
「
長
い
橋
」
を
渡
る
描
写
と
位
置
関
係
が
合
わ
な
い
た
め
、

可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
サ
ラ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
氏
が
「
京
に
着
け

る
夕
」
で
描
か
れ
て
い
る
場
所
を
デ
ジ
タ
ル
地
図
化
す
る
試
み
を
行
っ
て
お
り
（
北

丸
雄
二
訳
「
『
京
に
着
け
る
夕
』
の
デ
ジ
タ
ル
地
図

―
漱
石
と
人
文
学
の
デ
ジ
タ
ル

時
代

―
」
『
京
都
夏
目
漱
石
の
會
会
報

虞
美
人
草
』
第
二
十
号
、
二
〇
一
七
年
三

月
）
、
何
ら
か
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

当
時
の
通
り
の
名
称
な
ど
に
つ
い
て
は
、
『
京
都
明
細
全
図
』
（
明
治
三
十
六
年
）
お

20
よ
び
『
京
都
市
街
地
図
』
（
明
治
四
十
年
四
月
）
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。

こ
の
あ
と
「
予
」
は
、
丸
太
町
通
か
ら
寺
町
通
へ
曲
が
る
手
前
で
人
力
車
を
下
り
、

21
徒
歩
で
今
出
川
ま
で
向
か
う
。
こ
の
間
、
寺
町
通
を
走
る
「
電
車
」
や
「
夜
鳴
う
ど

ん
屋
」
な
ど
が
「
物
淋
し
い
」
風
景
の
一
コ
マ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

佐
藤
良
太
「
夏
目
漱
石
『
京
に
着
け
る
夕
』
論

―
〈
近
代
以
前
〉
へ
の
憧
憬

―
」

22
『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
各
種
デ
ー
タ
・
資
料
」
の
「
過
去
の
気
象
デ
ー
タ
検
索
」

23
で
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
三
月
二
十
八
日
の
気
温
を
確
認
し
た
（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
一
九
年
一
月
二
十
一
日
、https://w

w
w
.data.jm

a.go.jp/obd/stats/etrn/view
/daily

_s1.php?prec_no=
61&

block_no=
47759&

year=
1907&

m
onth=

03&
day=

28&
view

=
p1

）
。

加
藤
友
康
ほ
か
編
『
年
中
行
事
大
事
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
参
照

24

漱
石
の
個
人
的
事
情
に
照
ら
せ
ば
、
十
五
年
ぶ
り
の
京
都
で
改
め
て
子
規
の
不
在
を

25
確
認
し
た
こ
と
か
ら
く
る
淋
し
さ
や
、
「
子
規
の
骨
が
腐
り
つ
ゝ
あ
る
今
日
に
至
つ
」

て
、
「
教
師
を
辞
め
て
新
聞
屋
に
な
」
る
こ
と
へ
の
不
安
（
「
生
涯
は
只
運
命
を
頼
む

よ
り
致
し
方
な
く
前
途
は
惨
怛
た
る
も
の
に
候
」
明
治
四
十
年
三
月
二
十
三
日
付
、

野
上
豊
一
郎
宛
書
簡
）
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
江
藤
淳
氏
は
、
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漱
石
の
「
寒
い
」
気
持
ち
に
は
、
狩
野
亨
吉
や
菅
虎
雄
の
よ
う
な
「
高
等
官
の
世
界

か
ら
滑
り
落
ち
」
、
「
子
規
と
同
じ
「
新
聞
屋
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
想
い
」

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
『
漱
石
と
そ
の
時
代

第
四
部
』
新
潮
社
、
一
九
九
六
年

十
月
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
そ
の
よ
う
な
意
識
が
心
を
よ
ぎ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
「
寒
」
い
気
持
ち
の
主
要
な
原
因
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述

べ
る
水
川
隆
夫
氏
の
見
解
も
あ
る
（
『
漱
石
と
京
都
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）
。

丹
治
伊
津
子
「
夏
目
漱
石
「
京
に
着
け
る
夕
」
論

―
寄
席
落
語
に
始
ま
っ
た
子
規

26
と
の
交
友

―
」
『
京
都
語
文
』
第
二
十
号
、
二
〇
一
三
年
十
一
月

水
川
隆
夫
「
丹
治
伊
津
子
氏
の
「
京
に
着
け
る
夕
」
論
を
読
む

―
落
語
と
の
関
係

27
に
つ
い
て

―
」
『
京
都
夏
目
漱
石
の
會
会
報

虞
美
人
草
』
第
十
三
号
、
二
〇
一
四

年
三
月

丹
治
伊
津
子
「
夏
目
漱
石
「
京
に
着
け
る
夕
」
論

―
寄
席
落
語
に
始
ま
っ
た
子
規

28
と
の
交
友

―
」
『
京
都
語
文
』
第
二
十
号
、
二
〇
一
三
年
十
一
月

子
規
は
自
身
を
「
汁
粉
党
」
（
「
煩
悶
」
明
治
三
十
五
年
頃
）
と
称
し
、
漱
石
は
「
満

29
韓
と
こ
ろ

〲
」（
十
三
）（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
二
年
十
一
月
十
三
日
）
に
、

汁
粉
を
食
べ
過
ぎ
て
盲
腸
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
る
。

真
下
飛
泉
「
四
条
磧
夕
納
涼
」
に
、「
床
机
の
間
の
中
洲
に
は
。
氷
屋
は
無
論
の
事
。

30
う
ど
ん
屋
そ
ば
や
善
哉
餅
。
菓
子
果
物
は
申
す
に
は
及
ば
ず
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

高
橋
愛
川
「
点
灯
後
の
新
京
極
」
に
、
「
家
並
奇
麗
に
建
て
連
な
つ
た
二
丁
町
に
芝

31
居
寄
席
を
は
じ
め
と
し
て
、
襟
屋
だ
の
靴
屋
だ
の
、
紙
屋
に
八
百
屋
に
袋
物
屋
、
菓

子
屋
煙
草
屋
善
哉
屋
（
中
略
）
さ
て
は
い
ろ

〱
種
々
の
商
店
」
が
あ
る
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

「
近
与
」
の
業
種
は
「
餅
」
屋
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
都
の
魁
』
（
石
田
有
年
編
、
明

32
治
十
六
年
十
月
）
で
は
「
ぜ
ん
ざ
い
商
ノ
部
」
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ぜ
ん
ざ
い
を

提
供
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
含
め
た
。

「
鴨
川
床
の
入
札
」『
日
出
新
聞
』
明
治
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

33

引
用
は
『
定
本

漱
石
全
集
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
よ
っ
た
。

34

二
宮
智
之
氏
は
、
末
尾
の
句
に
見
ら
れ
る
「
鶴
」
に
、
俳
句
の
添
削
を
通
し
て
子
規

35
と
漱
石
の
間
に
共
有
さ
れ
て
い
た
「
死
と
転
生
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
が
あ
る
と
し

た
う
え
で
、
「
京
に
着
け
る
夕
」
は
亡
友
子
規
へ
の
思
慕
が
凝
縮
さ
れ
た
「
創
作
」
で

あ
り
、
「
春
寒
の
」
の
句
に
も
そ
う
し
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
「
夏
目
漱
石
「
京
に
着
け
る
夕
」
論

―
《
鶴
》
の
表
現
と
正
岡
子
規
と
の
関
わ
り

を
中
心
に

―
」
『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
十
二
集
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
。

※
「
京
に
着
け
る
夕
」
の
引
用
は
『
定
本

漱
石
全
集
』
第
十
二
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇

一
七
年
九
月
）
に
、
日
記
及
び
断
片
の
引
用
は
『
定
本

漱
石
全
集
』
第
十
九
巻
（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
に
、
書
簡
の
引
用
は
『
漱
石
全
集
』
第
二
十
三
巻
（
岩

波
書
店
、
一
九
九
六
年
九
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
よ
っ
た
。

※
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
記
事
の
画
像
の
引
用
（
【
図

】
及
び
【
図

】
）
は
、
朝
日
新
聞

1

5

記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
に
よ
っ
た
。

※
引
用
に
際
し
て
ル
ビ
等
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
旧
字
体
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

※
引
用
文
中
の
傍
線
は
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
。
ま
た
、「
／
」
は
改
行
を
表
し
て
い
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
十
九
日
に
九
州
大
学
で
開
催
さ
れ
た｢

近
現
代
文
学
と
東

ア
ジ
ア｣

研
究
会
第
六
回
合
同
研
究
会
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。
当
日
、

ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
三
年
）


